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　大町市は今年の７月１日で市制施行70周年を迎えました。市内では
70周年記念事業として各種のイベントが開催されています。
　５月19日には第23回北アルプス雪形まつりの「雪形ウォッチング」と、
第22回アルプス囲碁村まつりがそれぞれ記念事業として開催されまし
た。今号ではこれまでの市の70年のあゆみを写真とともに振り返ります。

（関連記事は２～３ページ）

主な内容
❷　大町市制施行70周年記念
❹　北アルプス国際芸術祭
�　ひとが輝くまちづくり事業

　補助団体紹介
�　関電トンネルバス開通60周年
　　トロバースデー
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昭和29年５月24日
北安曇郡大町、平村、
常盤村、社村の
合併の調印が成立

昭和47年11月20日
富山県氷見市との姉妹都市提携

（写真はあいさつする縣市長）

平成３年３月25日
東京都立川市との
姉妹都市提携調印式

昭和52年７月21日
市役所新庁舎落成

（写真下は旧庁舎）

昭和54年８月３日、４日
第１回やまびこまつり

（写真上練習風景・
下やまびこの火採火）

昭和29年７月１日
大町市制施行

昭和32年11月１日
山岳博物館移築

（写真は初代山博）

昭和34年７月
市制５周年市民会館落成
のど自慢素人演芸会

昭和39年８月
黒部ダム一般開放
トロリーバス運行開始
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平成31年４月〜
令和元 年６月
信州花フェスタ2019

令和２年４月〜
新型コロナウイルス感染症が
感染拡大する

（写真は令和３年４月の
ワクチン接種）

令和４年５月24日
サントリー天然水
北アルプス信濃の森工場
ブランド体験型施設
グランドオープン

令和５年４月７日
大町中学校・八坂小中学校
開校式

平成９年12月24日
三日町バイパス開通

平成24年２月27日
しなのおおまち
キャラクターに

「おおまぴょん」を決定

平成17年２月８日
大町市・八坂村・美麻村合併協定書調印式
左から北沢美麻村長、腰原大町市長、大日向八坂村長

平成28年８月19日
大町市出身奥原希望さんが
リオデジャネイロ五輪で銅メダル獲得

平成29年
６月４日〜７月30日
北アルプス国際芸術祭2017

平成29年
９月30日〜10月１日
大町登山案内人
100周年記念事業
信濃大町山フェス

「北アルプス100年祭」

平成18年１月１日
大町市・八坂村・美麻村合併
新大町市誕生



■問い合わせ　北アルプス国際芸術祭実行委員会事務局
　　　　　　　TEL：0261-85-0133　FAX：0261-23-4304　E-mail：info@shinano-omachi.jp
　　　　　　　〒398-8601　長野県大町市大町 3887番地　公式ホームページ https://shinano-omachi.jp

■問い合わせ　北アルプス国際芸術祭実行委員会事務局
　　　　　　　TEL：0261-85-0133　FAX：0261-23-4304　E-mail：info@shinano-omachi.jp
　　　　　　　〒398-8601　長野県大町市大町 3887番地　公式ホームページ https://shinano-omachi.jp

北アルプス国際芸術祭 検索検索■問い合わせ　北アルプス国際芸術祭実行委員会事務局
　　　　　　　TEL：0261-85-0133　FAX：0261-23-4304　E-mail：info@shinano-omachi.jp
　　　　　　　〒398-8601　長野県大町市大町 3887番地　公式ホームページ https://shinano-omachi.jp

■問い合わせ　北アルプス国際芸術祭実行委員会事務局
　　　　　　　TEL：0261-85-0133　FAX：0261-23-4304　E-mail：info@shinano-omachi.jp
　　　　　　　〒398-8601　長野県大町市大町 3887番地　公式ホームページ https://shinano-omachi.jp

北アルプス国際芸術祭 検索検索
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　９月13日（金）より開幕する「北アルプス国際芸術祭2024」に参加する11の国と地域から36組のアーティスト
が決定しました。次号でも引き続き参加アーティストを紹介します。

■市街地エリア

ジミー・リャオ〈幾米〉 ［台湾］
1958年台湾生まれ／在住
……………………………
台湾のベストセラー絵本作家。
色鮮やかなイラストと詩的な物語で人気を集め、
パブリックアートなども手がけている。
絵本は日本をはじめ、アジアから欧米まで
20以上の言語に翻訳されている。

村上慧［日本］
1988年東京都生まれ／
大町・東京・千葉を拠点に活動
……………………………………
信濃大町駅前広場にて、大町の地域の
落ち葉の発酵熱を用いた「足湯」によって

「熱の連帯」を感じるための装置を制作する。

ムルヤナ［インドネシア］
1984年インドネシア生まれ／在住
………………………………………
かぎ針編みの手法を用いてカラフルな世界を創造する
アーティスト。大町市の商店街の空き店舗を使い、

「食」×「編みぐるみ」×「モンスター」で人が繋がる
楽しい空間を創り出す。

山本基［日本］
1966年広島県生まれ
………………………
塩を素材に、床に巨大な模様を描く
インスタレーション作品を長年制作。
大町では、塩の道ちょうじやにて、時を超え残る塩蔵
で隔たれた思いをつなぐ架け橋となる道を塩で描く。

ポウラ・ニチョ・クメズ［グアテマラ］
1955年グアテマラ出身／在住
…………………………………
マヤアーティスト。
大町に取材し描かれた連作の一つが山をテーマにした
古書店「書麓アルプ」にて再展示される。

参加アーティストが決定しました

９月13日（金）〜11月４日（月）

《私は大町で１冊の本に出逢った》
北アルプス国際芸術祭2017、2021

《自然の美しさと調和》
北アルプス国際芸術祭2021

作品イメージ

作品イメージ

《salzkammergut-2024》



■問い合わせ　北アルプス国際芸術祭実行委員会事務局
　　　　　　　TEL：0261-85-0133　FAX：0261-23-4304　E-mail：info@shinano-omachi.jp
　　　　　　　〒398-8601　長野県大町市大町 3887番地　公式ホームページ https://shinano-omachi.jp

■問い合わせ　北アルプス国際芸術祭実行委員会事務局
　　　　　　　TEL：0261-85-0133　FAX：0261-23-4304　E-mail：info@shinano-omachi.jp
　　　　　　　〒398-8601　長野県大町市大町 3887番地　公式ホームページ https://shinano-omachi.jp

北アルプス国際芸術祭 検索検索
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小鷹拓郎［日本］
1984年埼玉県生まれ
…………………………
北アルプスの神秘性をテーマにし、
ドキュメンタリーの手法を用いたフィクション

「モキュメンタリー」映像を発表する。

マリア・フェルナンダ・カルドーゾ
［コロンビア／オーストラリア］
1963年コロンビア生まれ／オーストラリア在住
………………………………………………………
植物や動物などの身近な世界に潜む面白さを、
独自の視点から引き出すアーティスト。

千田泰広［日本］
1977年神奈川県生まれ／長野県拠点
…………………………
欧州を中心に活動。
光のアーティスト８人(米OPTICA誌 2022)や、
世界の９人の光のアーティスト(Artdex 2019)など
に選ばれ、世界のライトアートをけん引する。

鈴木理策［日本］
1963年和歌山県生まれ
…………………………
1987年東京綜合写真専門学校研究科修了。
東京藝術大学美術学部先端芸術表現科教授。
大町の水資源をテーマに、
写真と映像作品を展示する。

淺井裕介［日本］
1981年東京都生まれ／在住
………………………………
土、葉っぱ、道路用白線素材、テープなどを用いて絵画を制作。
昭和の面影を残す大町名店街の路上に描かれた作品。

エカテリーナ・ムロムツェワ
［ロシア／アメリカ］
1990年モスクワ生まれ
……………………………………………
日本の民話と大町の風景に
インスパイアされたプロジェクトを、
商店街の空き家と佐

さ

々
さ

屋
や

幾
き

神社で展開する。

《全ては美しく繋がり還る》
信濃大町2014ー食とアートの廻廊ー

作品イメージ

作品イメージ

作品イメージ

作品イメージ

作品イメージ
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みんなで支える
国民健康保険

　国民健康保険税は、皆さんが病気やけがをしたときの医療費に充
てられています。必ず納期限までに納めましょう。
■問い合わせ　市民課国保・年金係　℡□市内線422・423

今年度の国保税が決まりました
　前年の所得による本算定を行い、１年間の税額が決まりました。納税通知書は７月下旬までに発送しますので、
ご確認ください。

納税相談をご利用ください
　納期内に納税できない事情がある人は、納税相談をご利用ください。国保税を滞納していると、滞納期間に応
じた厳しい措置が取られ、十分な給付が受けられなくなる場合があります。未納のままにせず、まずは電話でご
相談ください。

加入・喪失の届け出はお早めに
　国保の加入・喪失には届け出が必要です。加入の届け出が遅れると、加入月までさかのぼって保険税が発生し
ます。また、喪失の届け出が遅れると、誤って国保の保険証を使用した場合、国保の負担した医療費を返還して
いただくことになります。

国保税の軽減
　被保険者（国保加入者）の所得の合計額が一定以下の場合、均等割額と平等割額が軽減されます。

世帯内の被保険者と世帯主の前年の総所得金額の合計額 軽減率

43万円 ＋ 10万円 ×（給与所得者等の数※－１） 以下の世帯 7割

43万円 ＋（29.5万円×被保険者数） ＋ 10万円 ×（給与所得者等の数※－１） 以下の世帯 5割

43万円 ＋（54.5万円×被保険者数） ＋ 10万円 ×（給与所得者等の数※－１） 以下の世帯 2割

※世帯内に所得の申告をしていない人がいる場合、軽減されません。税務課の窓口などで申告をしてください。
　給与所得者等の数が２人以上の場合にのみ計算されます。
※令和４年度から、未就学児の国保税の均等割額について２分の１が軽減されることになりました。

■国保税の税額　次の４項目を基に計算し「医療分」「後期高齢者支援金分」「介護分」の組み合わせで決まります。
区分 所得割額 資産割額 均等割額 平等割額 上限額

医療分 （所得※ー43万円）×5.90％ 7.0％ 21,000円 24,000円 65万円

後期高齢者支援金分 （所得※ー43万円）×2.40％ － 10,000円 9,000円 24万円

介護分 （所得※ー43万円）×2.20％ － 9,000円 7,000円 17万円

※所得とは、前年の収入から必要経費（公的年金等控除額や給与所得控除額など）を引いた金額です。遺族年金
や障害年金は収入に含めません。扶養控除や社会保険料控除、医療費控除などの「所得控除」は適用されません。
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後期高齢者医療制度高齢者を支える
　後期高齢者医療制度は、75歳以上（一定の障がいのある人は65歳以上）の人の医療費のうち、国や都
道府県、市区町村の公費で約５割、現役世代の支援金（後期高齢者支援金）で約４割、残りの１割を被保
険者が保険料で負担し、みんなで高齢者を支える制度です。
■問い合わせ　市民課国保・年金係　℡□市内線 422・423

保険料の軽減
　所得の低い人、制度加入直前に健康保険組合などの被扶養者として保険料の負担がなかった人には、保
険料の軽減措置があります。

■被扶養者の軽減
　後期高齢者医療制度加入直前に、被用者保険（市町村国保・国保組合は対象外）の被扶養者であった被保
険者は、所得割額がかからず、加入から２年間は、均等割額が５割軽減となります。

加入者の年間保険料
　保険料は、被保険者の「均等割額（被保険者一人一人にかかる金額）」と「所得割額（被保険者の所得に応じ
てかかる金額）」の合計額です。年度途中で加入した場合は、加入月の分から計算します。

※所得とは、前年の収入から必要経費（公的年金等控除額や給与所得控除額など）を引いた金額です。遺族年金や
障害年金は収入に含めません。扶養控除や社会保険料控除、医療費控除などの「所得控除」は適用されません。

世帯内の被保険者と世帯主の前年の総所得金額の合計額 軽減割合　（令和６年度）

43万円※1＋10万円×（給与所得者等の数※2－１）　以下 ７割軽減　13,309円／年

43万円※1＋10万円×（給与所得者等の数※2－１）
＋（29.5万円×被保険者数）　以下 ５割軽減　22,182円／年

43万円※1＋10万円×（給与所得者等の数※2－１）
＋（54.5万円×被保険者数）　以下 ２割軽減　35,492円／年

※１　住民税の基礎控除額。ただし、合計所得金額が2,400万円を超える人は、その合計所得金額に応じ
て控除額が変わります。

※２　給与所得者等の数とは、世帯内の被保険者と世帯主のうち、55万円を超える給与収入を有する者の
数と公的年金等の収入が125万円（その者が65歳未満の場合は60万円）を超える者（給与所得を有す
る者を除く）の数の合計をいいます。

▽65歳以上の人の公的年金所得からは、軽減判定の際15万円を限度として高齢者特別控除があります。

▽所得税における「専従者控除」「居住用財産を収用により譲渡した場合等の特例」などの適用はありません。

▽所得申告がない場合は、軽減されないことがあります。

▽免税となる肉用牛の売却所得については総所得金額等に含みます。

高額療養費の対象になった人は

　高額療養費申請手続きのお知らせを送付します。申請は初回のみで加入期間中有効です（振込先口座を
変更する場合は申請が必要です）。１カ月（同じ月内）の医療費の自己負担額が限度額を超えた場合は、超
えた分が申請時に指定した口座に振り込まれます。ただし、入院時の食事代や保険適用外の差額ベッド代
などは、支給の対象外です。

均等割額
被保険者１人当たり

44,365円

所得割額
本人の所得に応じ

（所得※－43万円）×税率

（ ）内が58万円以下：8.65％
それ以外：9.45％

昭和24年３月31日以前に生まれた人、
障がい認定の人は

73万円

年間保険料
上限額80万円＋ ＝

税
率
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  保険証
　令和２年度から、保険証と高齢受給者証が一つに
なりました。70～74歳の人に交付される保険証に
は、医療機関での窓口負担割合（２割、３割のどちら
か）が記載されます。有効期限は毎年７月末までで
す。新しい保険証を７月下旬に発送します。
※69歳の人は、70歳到達時に高齢受給者証に更新

となるため保険証の有効期限が異なります。

  限度額適用認定証
  限度額適用・標準負担額減額認定証
　医療機関での窓口負担を限度額までにする認定証
です。住民税非課税世帯の人は、入院時の食事代
も減額になります。交付対象者は、70歳未満の人、
70歳以上75歳未満で住民税非課税世帯の人や住民
税課税所得が145万円以上690万円未満の人です。
　有効期限は毎年７月末までです。認定証が必要な
場合は、免許証などの本人確認書類、保険証、マイ
ナンバーを持参の上、手続きしてください。
※国保税の未納がある場合は「限度額適用認定証」の

交付はできません。

  特定疾病療養受療証
　人工透析や血友病など、高額な治療を長期間必要
とする人に交付している証です。有効期限は毎年７
月末までです。新しい証を７月下旬に発送します。

国から示されたマイナンバーカードと保険証の原則一体化の方針に基づき、
従来の保険証は令和６年12月２日に廃止されます。

　12月１日以前に発行された保険証は、廃止される12月２日以降も、有効期限が切れるまでは引き続き使用す
ることができます。（最長有効期限は令和７年７月31日）ただし、転居や世帯主変更など住民票の情報に変更が生
じる場合はその時点で保険証は失効します。
　マイナ保険証をお持ちでない人、マイナンバーカードに健康保険証の利用登録をされていない人には、お手元
の保険証が有効期限を迎える前に、市または長野県後期高齢者医療広域連合から従来の保険証に代わる「資格確認
書」が交付されますので、引き続き、一定の窓口負担で医療機関へ受診することができます。
　マイナ保険証をお持ちの人には、ご自身の被保険者資格などを把握できるよう「資格情報のお知らせ」を交付し
ます。

■問い合わせ　市民課国保・年金係　℡□市内線422・423

  保険証
　現在お使いの「橙

だいだいいろ

色」の保険証の有効期限は
７月末までです。７月下旬に「黄色」の新しい
保険証を発送します。有効期限は来年７月末
までです。「橙色」の保険証は、８月１日以降
にご自身で裁断するなどして確実に破棄して
ください。
※医療費の一部負担金の割合が、変更になっ

ている場合がありますので、ご確認ください。

  限度額適用認定証
  限度額適用・標準負担額減額認定証
　医療機関での窓口負担を限度額までにする
認定証です。交付対象者は、住民税非課税世
帯の人と、現役並み所得者で住民税課税所得
が145万円以上690万円未満の人です。
　有効期限は毎年７月末までです。一度申請
すると、８月以降も該当する場合には期限前
に市から新しい認定証を送付します。入院し
て認定証を提示せずに医療機関で支払いをし
た場合は、後日、差額を高額療養費として支
給します。

  特定疾病療養受療証
　人工透析が必要な慢性腎不全や血友病など、
厚生労働大臣が指定する特定疾病の人に交付
している証です。有効期限はありません。

※「限度額適用認定証」「限度額適用・標準負担額減額認定証」「特定疾病療養受療証」は、世帯に前年中の所得の
住民税申告をしていない人がいると、更新ができません。収入が無い場合や非課税年金を受給している場合
も申告をしてください。

国民健康保険 後期高齢者医療

被保険者証（保険証）などの更新について

保険証が廃止になります
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国
民
年
金
保
険
料
に
は
、
免
除

や
納
付
猶
予
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
免
除
制
度

　
本
人・世
帯
主・配
偶
者
の
前
年

の
所
得
が
一
定
額
以
下
や
失
業
し

て
所
得
が
少
な
い
な
ど
の
理
由
で
、

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、

本
人
か
ら
の
申
請
に
基
づ
き
、
所

得
に
応
じ
て
保
険
料
の
納
付
を
免

除
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
納
付
猶
予
制
度

　
20
～
50
歳
未
満
の
学
生
以
外
の

人
で
、
本
人
・
配
偶
者
の
前
年
の

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
は
、

本
人
か
ら
の
申
請
に
基
づ
き
、
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

■
今
年
度
免
除
・
納
付
猶
予
申
請

▽
申
請
期
間　
７
月
１
日
～

▽
承
認
期
間　
７
月
～
翌
年
６
月

共
通
事
項

　
失
業
な
ど
の
場
合
は
、
特
例
が

認
め
ら
れ
ま
す
。
雇
用
保
険
受
給

資
格
者
証
や
雇
用
保
険
被
保
険
者

離
職
票
な
ど
の
写
し
を
添
付
し
て

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

産
前
産
後
期
間
の
免
除
制
度

　
出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が

属
す
る
月
の
前
月
か
ら
４
カ
月
間

の
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
多

胎
妊
娠
の
場
合
は
、
出
産
予
定
日

ま
た
は
出
産
日
が
属
す
る
月
の
３

カ
月
前
か
ら
６
カ
月
間
が
免
除
さ

れ
ま
す
。

　
産
前
産
後
期
間
の
免
除
は
、
保

険
料
を
納
付
し
た
も
の
と
し
て
老

齢
基
礎
年
金
の
受
給
額
に
反
映
さ

れ
る
た
め
、
従
来
の
免
除
制
度
よ

り
も
優
位
と
な
り
ま
す
。

■
申
請
期
間　
出
産
予
定
日
の
６

カ
月
前
か
ら

※
産
前
の
場
合
は
、
出
産
予
定
日

が
分
か
る
も
の（
母
子
手
帳
な
ど
）

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
受
付　
市
民
課
国
保
・
年
金
係

※
郵
送
に
よ
る
申
請
も
可
能
で
す
。

申
請
方
法
に
つ
い
て
は
、
電
話
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

市
民
課
国
保
・
年
金
係

℡
□市
内
線
４
３
４

　
市
、
市
農
業
技
術
者
連
絡
協
議

会
お
よ
び
Ｊ
Ａ
大
北
で
は
、
農
業

用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
農
薬
空
容

器（
空
ポ
リ・ガ
ラ
ス
瓶・空
き
缶
）

を
回
収
し
ま
す
。
荷
造
り
方
法
や

運
搬
上
の
注
意
を
守
り
、
指
定
回

収
場
所
に
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
農
薬
空
容
器
の
回
収
は
、
事
前

に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
Ｊ
Ａ

大
北
各
営
農
セ
ン
タ
ー
窓
口
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
期
日　
７
月
18
日（
木
）

■
回
収
場
所
・
時
間

▽
Ｊ
Ａ
大
北
南
部
営
農
セ
ン
タ
ー
、

Ｊ
Ａ
大
北
南
部
営
農
セ
ン
タ
ー
中

部
セ
ン
タ
ー
…
午
前
９
時
～
11
時

▽
Ｊ
Ａ
大
北
八
坂
野
平
山
村
広
場

…
…
…
…
午
前
９
時
～
９
時
30
分

▽
Ｊ
Ａ
大
北
三
原
野
菜
集
荷
場

…
…
…
…
…
…
午
前
10
時
～
11
時

▽
Ｊ
Ａ
大
北
美
麻
取
次
所（
旧
美

麻
支
所
）

…
…
午
前
９
時
30
分
～
10
時
30
分

■
委
託
処
理
料
金

（
１
㎏
当
た
り
、
運
賃
・
税
込
み
）

▽
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
90
円

▽
農
薬
空
容
器
…
…
…
１
９
０
円

▽
特
殊
空
容
器
…
…
…
５
２
０
円

■
持
ち
物　
委
託
処
理
料
金
、印
鑑

（
個
人
と
処
理
業
者
間
で
委
任
状

を
作
成
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
）

■
荷
造
り
上
の
注
意

▽
で
き
る
だ
け
天
気
の
良
い
日
に

乾
燥
状
態
で
荷
造
り
を
す
る
。

▽
農
ビ
・
農
ポ
リ
・
肥
料
袋
に
分

け
て
荷
造
り
を
す
る
。
特
に
肥
料

袋
は
他
の
物
と
混
同
し
な
い
。

▽
結
束
に
は
ビ
ニ
ー
ル
ひ
も
を
使

用
し
、
十
字
に
束
ね
る（
荒
縄
・

針
金
な
ど
は
使
用
し
な
い
）。

▽
農
薬
空
容
器
は
き
れ
い
に
洗
い
、

フ
タ
と
容
器
に
分
け
て
排
出
す
る
。

■
運
搬
す
る
と
き
の
注
意

　
回
収
場
所
へ
の
運
搬
時
に
は
、

車
両
に
表
示
・
書
面
の
備
え
付
け

（
携
帯
）が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
農
地
か
ら
収
納
場
所
に
運
搬

す
る
場
合
も
同
様
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
Ｊ
Ａ
大
北
南
部
営
農
セ
ン
タ
ー
・

八
坂
野
平
山
村
広
場
・
三
原
野
菜

集
荷
場
で
の
回
収

℡
２
３
・
５
３
６
４

▽
Ｊ
Ａ
大
北
南
部
営
農
セ
ン
タ
ー
中

部
セ
ン
タ
ー
・
美
麻
取
次
所
で
の
回
収

℡
２
２
・
１
７
７
５

▽
農
林
水
産
課
農
業
振
興
係

℡
□市
内
線
６
３
５
・
６
３
６

国
民
年
金
の
免
除・

納
付
猶
予
制
度
の

ご
活
用
を
！

https://www.
nenkin.go.jp/

詳しくは
こちら

農
業
用

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と

農
薬
空
容
器
の
回
収
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お
お
ま
ち
カ
フ
ェ
で
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
観
光
で

訪
れ
た
皆
さ
ん
に
も
、
豊
か
な
水
、

山
、
食
材
が
生
き
る
大
町
市
の
特

産
品
や
メ
ニ
ュ
ー
・
商
品
の
魅
力

を
再
認
識
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、

大
町
市
に
根
付
く
新
た
な
特
産
品

の
誕
生
を
目
的
と
し
て
、
次
の
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
予
定
で
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
協
力

し
て
い
た
だ
け
る
事
業
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

信
濃
大
町

ビ
タ
ミ
ン
ち
く
わ
フ
ェ
ア

　
能
登
半
島
地
震
以
来
製
造
中
止

と
な
っ
て
い
た
長
野
県
で
愛
さ
れ

る
ビ
タ
ミ
ン
ち
く
わ
が
５
月
31
日

に
製
造
を
再
開
し
ま
し
た
。
大
町

市
で
も
縁
の
深
い
ビ
タ
ミ
ン
ち
く

わ
を
応
援
す
る
フ
ェ
ア
を
開
催
し

ま
す
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
市

内
の
み
な
ら
ず
全
国
、
世
界
に
ビ

■
応
募
条
件

▽
大
町
市
の
事
業
者
で
あ
る
こ
と

▽
ス
ギ
ヨ
の
ビ
タ
ミ
ン
ち
く
わ
を

使
用
し
た
商
品
で
あ
る
こ
と

■
開
催
期
間　
９
月
２
日（
月
）～

11
月
29
日（
金
）

お
お
ま
ぴ
ょ
ん
カ
フ
ェ

　
大
町
市
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
お

お
ま
ぴ
ょ
ん
と
も
っ
と
触
れ
合
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
、
店
舗
の
一
部

を
お
お
ま
ぴ
ょ
ん
が
い
っ
ぱ
い
の

お
お
ま
ぴ
ょ
ん
カ
フ
ェ
に
し
て
い

た
だ
け
る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
条
件　

▽
大
町
市
の
事
業
者
で
あ
る
こ
と

▽
店
舗
の
一
部
を
お
お
ま
ぴ
ょ
ん

を
感
じ
ら
れ
る
ス
ペ
ー
ス
に
し
て

い
た
だ
け
る
こ
と

■
開
催
期
間　
応
相
談（
応
募
数

に
応
じ
て
決
定
）

■
貸
出
物
品　
お
お
ま
ぴ
ょ
ん
ぬ

い
ぐ
る
み（
特
大
１
、
中
10
～
20
）

そ
の
他
応
談
。

お
い
し
く
健
康
！

信
濃
大
町

バ
ラ
ン
ス
ご
は
ん
フ
ェ
ア

　
生
活
習
慣
病
予
防
、
健
康
増
進

の
た
め
に
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

応
じ
て
家
で
も
外
で
も
栄
養
バ
ラ

ン
ス
の
良
い
食
事
が
取
れ
る
環
境

づ
く
り
を
目
指
し
て「
信
濃
大
町

バ
ラ
ン
ス
ご
は
ん
フ
ェ
ア
」を
開

催
す
る
予
定
で
す
。
こ
の
食
環
境

づ
く
り
に
協
力
い
た
だ
け
る
事
業

者
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
条
件　

▽
大
町
市
の
事
業
者
で
あ
る
こ
と

▽
①
か
ら
④
ま
で
を
満
た
す
メ

ニ
ュ
ー
を
１
品
以
上
提
供
す
る
こ

と①
主
食
・
主
菜
・
副
菜
が
そ
ろ
っ

て
い
る

②
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
５
０
０
～
７
０

０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
程
度

③
野
菜
量
１
４
０
ｇ
以
上（
海
藻・

キ
ノ
コ
類
を
含
む
、
イ
モ
類
を
除

く
）

④
食
塩
相
当
量
３
・
５
ｇ
以
下

※
「
令
和
４
年
度
バ
ラ
ン
ス
ご

は
ん
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
対
象
メ

ニ
ュ
ー
」「
ス
マ
ー
ト
ミ
ー
ル
対
象

メ
ニ
ュ
ー
」は
条
件
を
満
た
し
ま
す
。

■
開
催
期
間　
10
月
１
日（
火
）～

11
月
30
日（
土
）（
予
定
）

■
そ
の
他　

市
中
央
保
健
セ
ン

タ
ー
の
栄
養
士
が
メ
ニ
ュ
ー
検
討

や
栄
養
価
計
算
な
ど
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。

共
通
事
項

■
申
し
込
み　
７
月
31
日（
水
）ま

で
に
電
話
で
ま
ち
づ
く
り
産
業
課

特
産
品
振
興
係
へ
。

■
そ
の
他

▽
各
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
承
知
お

き
く
だ
さ
い
。

▽
今
後
こ
の
ほ
か
に
も
い
ろ
い
ろ

な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
く
予

定
で
す
。
お
気
軽
に
皆
さ
ん
の
ご

意
見
を
担
当
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

募
集

募
集

お
お
ま
ち
カ
フ
ェ

特
産
品
振
興
事
業
者

向
け
Ｗ
Ｅ
Ｂ・Ｓ
Ｎ
Ｓ

専
門
家
派
遣
事
業

ジ
ネ
ス
を
発
信
し
て
い
き
ま
せ
ん

か
？ 

市
内
で
特
産
品
を
取
り
扱

う
事
業
者
へ
知
識
・
経
験
豊
富
な

専
門
担
当
者
を
無
料
で
起
用
で
き

る
支
援
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

本
事
業
で
で
き
る
こ
と

▽
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
修
正
や
更
新

作
業
の
代
行
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
応

▽
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ア
カ
ウ
ン
ト
の
開
設
・

整
備
、
情
報
発
信

▽
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
集
客
力
強
化

▽
Ｓ
Ｅ
Ｏ
対
策

▽
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
の
改
善

▽
Ｐ
Ｃ
、
社
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

設
定
、
相
談

▽
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
補
助
金

の
申
請
支
援

■
対
象　
市
内
に
事
業
所
が
あ
る

特
産
品
振
興
事
業
者
・
個
人
事
業

主　
５
者
程
度

■
実
施
期
間　
事
業
開
始
日
～
令

和
７
年
２
月
ご
ろ
ま
で

■
申
し
込
み　
７
月
31
日（
水
）ま

で
に
電
話
で
ま
ち
づ
く
り
産
業
課

特
産
品
振
興
係
へ
。

※
予
算
の
上
限
に
達
し
た
場
合
は
、

応
募
を
締
め
切
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
ま
ち
づ
く
り
産

業
課
特
産
品
振
興
係

℡
□市
内
線
５
４
３

黒部ダムと
ビタミン
ちくわ
知られざる
つながり
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　市では「市民参画と協働のまちづくり」を推進するため、
市民団体が自主的・主体的に行う活動で、公益性の高いま
ちづくり事業に対して、財政面から支援しています。
　令和６年度「ひとが輝くまちづくり事業」で採択された団
体の主な活動や熱い思いを紹介します。内容は、各団体か
ら提出いただいた原稿を基に掲載しています。
■問い合わせ　市民活動サポートセンター　℡□市内線831

は
じ
め
よ
う
ま
ち
づ
く
り
活
動

ゆ
る
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｌ
Ｐ
お
っ
さ
ん
の
会

■
事
業
名　
音
楽
療
法
を
活
か
し

た「
ア
ル
プ
ス
の
名
歌
を
歌
い
継

ぐ
合
唱
会
」事
業

■
補
助
金
額　
18
万
円

■
代
表
者　
向
井
均

■
代
表
者
の
一
言　
弊
会
は「
歌

お
う
会
」を
活
動
の
中
心
に
据
え
、

歌
の
持
つ
力
で
健
康
を
保
ち
、
ア

ル
プ
ス
の
名
歌
を
歌
い
継
ぐ
こ
と

で
の
郷
土
愛
の
醸
成
を
目
指
し
て

お
り
ま
す
。
今
後
も
一
般
市
民
に

広
く
呼
び
か
け
て
男
女
混
声
合
唱

会
を
継
続
開
催
し
、
７
月
27
日

（
土
）に
は
和
合
治
久
先
生（
松
本

大
学
客
員
教
授
）の「
音
楽
療
法
」

の
講
演
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

は
じ
め
よ
う
ま
ち
づ
く
り
活
動

み
ん
な
で
よ
り
合
お
う
会

■
事
業
名　
地
域
づ
く
り
・
生
き

が
い
づ
く
り

■
補
助
金
額　
17
万
円

■
代
表
者　
伊
藤
雄
一
郎

■
代
表
者
の
一
言　
本
通
り
に
お

借
り
し
た
店
舗
を
、
自
分
達
の
手

で
改
修
し
、
誰
で
も
気
軽
に
立
ち

寄
れ
る「
集
い
の
場
」を
作
り
ま

す
。
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
を
巻

き
込
ん
だ
ゴ
ミ
拾
い
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
・
大
豆
か
ら
育
て
る
み
そ
作

り
な
ど
開
催
し
、
楽
し
み
な
が
ら

地
域
と
つ
な
が
る
事
で
幾
つ
に

な
っ
て
も
イ
キ
イ
キ
暮
ら
せ
る
大

町
を
目
指
し
ま
す
。
一
緒
に
活
動

し
て
く
れ
る
人
募
集
中
。

は
じ
め
よ
う
ま
ち
づ
く
り
活
動

君
た
ち
は
ど
う
生
き
る
の
会

■
事
業
名　

自
然
と
触
れ
合
お

う
！ 

自
給
し
て
み
よ
う
！

■
補
助
金
額　
17
万
円

■
代
表
者　
江
藤
恵
実

■
代
表
者
の
一
言　
大
町
市
の
子

供
た
ち
を
対
象
に
、
自
給
体
験
を

年
８
回
行
っ
て
い
き
ま
す
。
自
給

体
験
に
よ
り
、
大
町
の
あ
ふ
れ
る

自
然
と
の
共
存
を
確
認
す
る
、
地

域
住
民
の
方
々
と
の
つ
な
が
り
を

深
め
る
、
自
然
の
中
で
活
動
す
る

こ
と
で
子
供
た
ち
の
身
体
的
・
精

神
的
な
健
康
を
つ
く
る
こ
と
な
ど

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

は
畑
作
業
と
自
然
の
物
で
の
手
仕

事
が
テ
ー
マ
で
す
！ 

一
緒
に
自

給
の
楽
し
さ
、
大
変
さ
、
面
白
さ

を
感
じ
ま
し
ょ
う
！

ひ
ろ
げ
よ
う
ま
ち
づ
く
り
活
動

女
性
が
つ
く
る

Ｎ
Ｉ
Ｇ
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｉ
の
会

■
事
業
名　
大
町
商
店
街
活
性
化

事
業

■
補
助
金
額　
１
４
０
万
６
０
０

０
円

■
代
表
者　
宮
永
玉
子

■
代
表
者
の
一
言　
商
売
に
携
わ

る
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
人
と
の
つ

な
が
り
を
大
切
に
、
元
気
な
ま
ち

づ
く
り
で
経
済
の
活
性
化
を
目
標

に
し
て
い
ま
す
。
講
演
会
や
起
業

家
へ
の
支
援
、
若
者
と
の
交
流
の

場「
し
ゃ
べ
り
場
」の
開
催
、
北
ア

ル
プ
ス
国
際
芸
術
祭
で
は「
お
も

て
な
し
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
」を
開
催
、
大

町
の
商
品
な
ど
を
通
じ
、
多
く
の

方
に
大
町
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら

う
き
っ
か
け
作
り
を
提
供
し
ま
す
。

ひとが輝くまちづくり事業
補助団体紹介 令和６年度
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ひ
ろ
げ
よ
う
ま
ち
づ
く
り
活
動

メ
ン
ド
シ
ー
ノ

姉
妹
都
市
芸
術
交
流

■
事
業
名　
メ
ン
ド
シ
ー
ノ
姉
妹

都
市
交
流
事
業

■
補
助
金
額　
44
万
１
０
０
０
円

■
代
表
者　
保
科
充
志

■
代
表
者
の
一
言　
メ
ン
ド
シ
ー

ノ
と
の
姉
妹
都
市
芸
術
交
流
は
互

い
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
訪
問

交
流
を
長
年
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

今
年
は
メ
ン
ド
シ
ー
ノ
で
国
際
交

流
展
が
あ
り
、
源
流
美
麻
太
鼓
の

出
演
が
決
定
し
て
い
ま
す
。
６
月

に
は
メ
ン
ド
シ
ー
ノ
訪
問
団
が
来

日
し
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
市
内
で

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
プ
レ
イ

ベ
ン
ト
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
て

い
き
ま
す
。

ひ
ろ
げ
よ
う
ま
ち
づ
く
り
活
動

お
お
ま
ち
キ
ム
ジ
ャ
ン

実
行
委
員
会

■
事
業
名　
お
お
ま
ち
キ
ム
ジ
ャ
ン

■
補
助
金
額　
90
万
円

■
代
表
者　
大
蔦
美
智
代

■
代
表
者
の
一
言　
キ
ム
ジ
ャ
ン

と
は
皆
で
集
ま
り
キ
ム
チ
を
作
る

こ
と
で
す
。
キ
ム
ジ
ャ
ン
を
通
じ

て
、
県
内
外
の
皆
様
に
楽
し
い
体

験
の
場
、
キ
ム
チ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

【
キ
ム
ニ
テ
ィ
】を
提
供
し
て
４
年

目
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
活
動
を

通
じ
て
大
町
の
豊
か
な
自
然
や
地

域
の
魅
力
を
再
発
見
し
、
大
町
を

盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。
11
月
に

キ
ム
ジ
ャ
ン
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

ひ
ろ
げ
よ
う
ま
ち
づ
く
り
活
動

信
濃
お
お
ま
ち

民
話
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

■
事
業
名　
信
濃
お
お
ま
ち
民
話

紀
行
～
元
気
に
お
も
て
な
し
！
～

■
補
助
金
額　
65
万
円

■
代
表
者　
高
橋
さ
き
子

■
代
表
者
の
一
言　
昨
年
は
郷
土

に
伝
わ
る「
民
話
」を
通
し
て
大
町

を
知
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
テ
ス
ト

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
県
内
外
か
ら

大
勢
の
方
々
に
大
変
好
評
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
年
は
国
際
芸
術

祭
に
合
わ
せ
て
、
さ
ら
に
お
も
て

な
し
活
動
に
力
を
入
れ
て
、
郷
土

の
民
話
や
観
光
地
を
ご
案
内
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
併
せ
て
、

お
出
迎
え
す
る
私
た
ち
自
身
が
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
を
楽

し
み
、
生
き
が
い
を
感
じ
る
活
動

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ひ
ろ
げ
よ
う
ま
ち
づ
く
り
活
動

木
舟
城
研
究
会

■
事
業
名　
木
舟
城
研
究（
啓
発
）

保
全
事
業

■
補
助
金
額　
１
４
２
万
５
０
０

０
円

■
代
表
者　
高
橋
博
久

■
代
表
者
の
一
言　
補
助
金
最
終

年
度
の
今
年
は
、
徹
底
し
た
効
率

化
の
中
で
、
広
く
知
ら
れ
る
木
舟

城
の
存
在
を
目
指
し
ま
す
。
城
内

の
整
備
は
も
ち
ろ
ん
、
目
立
つ
と

こ
ろ
へ
の
看
板
・
道
標
の
設
置
、

継
続
的
に
山
城
整
備
が
で
き
る
よ

う
環
境
整
備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、

余
湖
浩
一
先
生
を
お
招
き
し
簡
易

な
整
備
を
兼
ね
た
登
城
を
行
い
、

動
画
に
よ
る
山
城
の
紹
介
と
、
住

民
を
は
じ
め
観
光
客
の
誘
致
に
も

力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

ひ
ろ
げ
よ
う
ま
ち
づ
く
り
活
動

Ｏ
ｍ
ａ
ｃ
ｈ
ｉ　
Ｌ
ｏ
ｃ
ａ
ｌ

Ｆ
ｉ
ｌ
ｍ

■
事
業
名　
い
い
ま
ち
、
お
お
ま

ち
。

■
補
助
金
額　
１
３
５
万
円

■
代
表
者　
堀
内
雅
敏

■
代
表
者
の
一
言　
「
い
い
ま
ち
、

お
お
ま
ち
」。
代
表
堀
内
は
、
こ

の
街
に
生
ま
れ
育
ち
本
当
に
い
い

町
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
少
子
高

齢
化
、
い
ろ
い
ろ
な
課
題
が
あ
る

中
、
こ
の
街
を
次
に
盛
り
上
げ
る

の
は
、
次
世
代
の
私
た
ち
で
す
。

若
い
力
で
、
次
の
未
来
を
作
る
べ

く
、
四
六
時
中
考
え
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い

の
で
、
ぜ
ひ

お
力
添
え
を

お
願
い
し
ま

す
。
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令和６年度ひとが輝くまちづくり事業補助団体紹介

ひ
ろ
げ
よ
う
ま
ち
づ
く
り
活
動

Ｏ
ｍ
ａ
ｃ
ｈ
ｉ

Ｓ
ｋ
ａ
ｔ
ｅ
ｂ
ｏ
ａ
ｒ
ｄ

■
事
業
名　
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
Ｂ
Ｏ
Ｗ

Ｌ 

Ｕ
Ｐ 

Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｄ
Ｅ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

■
補
助
金
額　
１
３
５
万
円

■
代
表
者　
大
村
優
生

■
代
表
者
の
一
言　
近
年
盛
り
上

が
り
を
見
せ
て
い
る
ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
ド
を
、
大
町
の
大
自
然
の
中

で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
初
心
者
向

け
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
ス
ク
ー
ル
も

定
期
的
に
開
催
い
た
し
ま
す
。 

み
ん
な
が
集
ま
り
セ
ッ
シ
ョ
ン
で

き
る
場
所
を
提
供
し
、
安
心
安
全

に
楽
し
め
る
環
境
を
作
り
続
け
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

地
域
創
生
活
動

フ
ラ
ワ
ー
ポ
ケ
ッ
ト

■
事
業
名　
「
世
界
に
一
つ
だ
け

の
花
を
咲
か
せ
よ
う
」事
業

■
補
助
金
額　
43
万
３
５
０
円

■
代
表
者　
小
林
鈴
子

■
代
表
者
の
一
言　
フ
ラ
ワ
ー
ポ

ケ
ッ
ト
の
活
動
は
、
仁
科
町
、
八

日
町
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
に
花
を
植

栽
し
、
維
持
管
理
を
基
本
と
し
て
、

花
や
緑
に
親
し
む
こ
と
で
す
。
多

く
の
市
民
の
方
々
に
、
花
を
楽
し

ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
。
今
年
度

は
、「
世
界
に
一
つ
だ
け
の
花
」を

咲
か
せ
る
講
座
を
矢
澤
秀
成
さ
ん

に
お
願
い
し
ま
し
た
。
花
や
緑
で

心
弾
む
大
町
を
一
緒
に
つ
く
り
ま

せ
ん
か
。

地
域
創
生
活
動

大
町
流
鏑
馬
太
鼓

演
奏
委
員
会

■
事
業
名　
大
町
流
鏑
馬
太
鼓
50

周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

■
補
助
金
額　
47
万
５
０
０
０
円

■
代
表
者　
北
澤
真
二

■
代
表
者
の
一
言　
我
「々
大
町

流
鏑
馬
太
鼓
」は
創
設
50
年
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
市
民

の
皆
様
の
温
か
い
拍
手
や
応
援
に

支
え
ら
れ
こ
こ
ま
で
継
続
で
き
ま

し
た
。
50
周
年
を
記
念
し
プ
ロ
の

和
太
鼓
奏
者「
林
田
ひ
ろ
ゆ
き
」氏

を
招
待
し
、
市
制
施
行
70
周
年
記

念
と
コ
ラ
ボ
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
９

月
21
日
に
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
で

開
催
し
ま
す
。
大
勢
の
皆
様
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
新

メ
ン
バ
ー
も
子
供
か
ら
大
人
ま
で

大
募
集
中
で
す
！

地
域
創
生
活
動

み
ん
な
の
森
と
水
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

未
来
ビ
ジ
ョ
ン

■
事
業
名　
【
み
ん
な
の
森
へ
の

想
い
を
み
ん
な
が
知
る
】勉
強
会

と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
制
作

■
補
助
金
額　
47
万
５
０
０
０
円

■
代
表
者　
荒
山
雄
大

■
代
表
者
の
一
言　
大
町
は
お
い

し
い
水
ど
こ
ろ
と
し
て
有
名
で
す

が
、
そ
の
水
を
作
る
森
は
意
志
を

持
っ
て
関
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
変

わ
り
ま
す
。
事
業
体
や
行
政
だ
け

で
関
わ
る
の
で
は
な
く
、
み
ん
な

で
思
い
入
れ
の
持
て
る
森
林
を
一

緒
に
つ
く
り
ま
せ
ん
か
？ 

今
年

度
は
森
林
×
防
災
の
イ
ベ
ン
ト
と
、

ビ
ジ
ョ
ン
策
定
に
向
け
て
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
制
作
を
お
こ
な
い
ま
す
。

事
務
局
メ
ン
バ
ー
も
募
集
中
で

す
！

地
域
創
生
活
動

野
良
猫
情
報
局

■
事
業
名　

デ
ジ
タ
ル
フ
ォ
ト

ブ
ッ
ク
に
よ
る
観
光
振
興
の
仕
組

み
づ
く
り
＆
素
材
収
集

■
補
助
金
額　
33
万
６
３
０
０
円

■
代
表
者　
竹
花
聡

■
代
表
者
の
一
言　
野
良
猫
情
報

局
は
、
組
織
や
団
体
の
垣
根
を
超

え
て
市
中
を
徘
徊
し
、
埋
も
れ
た

魅
力
を
発
掘
し
て
、
情
報
発
信
す

る
団
体
で
す
。
登
山
・
自
転
車
・

ス
キ
ー
・
移
住
支
援
に
焦
点
を
当

て
、
移
住
者
な
ら
で
は
の
視
点
で

映
像
と
Ｉ
Ｔ
技
術
を
組
み
合
わ
せ

て
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
作
り
ま
す
。

今
期
は
デ
ジ
タ
ル
フ
ォ
ト
ブ
ッ
ク

を
制
作
。
英
語
で
の
発
信
も
計
画

中
で
す
。
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　ＳＮＳなどには「短時間で高収入が得られる」などといった言葉を使って、
犯罪実行者募集情報（いわゆる「闇バイト」）が多数投稿されています。
　一度手を出してしまうと、逮捕されるまで抜け出せません。絶対に手を
出さないようにし、誘われても断りましょう。

　今年５月に、松本署管内において、70代男性がＳＮＳ（交流サイト）を通じて架空の投資話を持ちかけられ、
１億円余をだまし取られる事案が発生しています。
　非対面のやり取りには危険性があることを認識し、細心の注意を払いましょう！

■問い合わせ　大町警察署　℡22-0110

➀ 家族でＳＮＳ利用のルール作り！

▽下着姿や裸の写真は「撮らない」「送らない」「撮らせない」

▽有料アプリや課金アプリの購入制限

▽スマホなどの端末は、使用時間、場所を決める

ＳＮＳ型 投資詐欺
　ＳＮＳを通じて、暗号資産や
株に投資すれば利益が得られる
ものと誤信させ、金銭をだまし取るもの。

▽投資に関する広告やＵＲＬをクリックした

▽ＳＮＳ上で投資に関するグループトークに招待された

▽ＳＮＳで知り合った相手からLINEなどのＳＮＳに勧
誘されもうけ話をされた

▽著名人や投資専門家から投資方法を説明された

▽投資用アプリのダウンロードを勧められた

▽投資資金を個人名義の口座へ入金するよう要求された

ＳＮＳ型 ロマンス詐欺
　ＳＮＳを通じて、恋愛感情や親近感を
抱かせながら投資に誘導し、投資金名目や
交際を続ける名目で金銭をだまし取るもの。

▽InstagramやFacebookなどのＳＮＳで知り合った

▽相手が外国人（在外日本人含む）と名乗っている

▽「二人の将来のために貯金しよう」などと貯蓄を勧
められた

▽「荷物を送ったから受取手数料（関税）を払って」
　「会いに行くから航空券代を払ってほしい」などと、

個人名義の口座へ入金するよう要求された

➁ フィルタリングを利用する

▽アダルトサイトや出会い系サイト、薬物を扱うサイトへのアクセス制限
　※フィルタリングは端末を購入した販売店などで実施できます。

「闇バイト」はバイトではない！　　
　　　　　～闇バイトは犯罪！絶対に手は出さない！～

SNSでの 投
もうけ話

資・結
ロ マ ン ス

婚 の 話は 詐欺！

ＳＮＳの使い方に注意！  ～犯罪被害に遭わないために～

少年に関する相談は

24時間対応
ヤングテレホン

℡026-232-4970
大町警察署

℡22-0110

⇫
⇫

７月は青少年の非行・被害防止強調月間です
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T O P I C Sときめきマイ・シティー

　
大
町
市
の
水
道
事
業
は
、
大
正

13
年
に
居
谷
里
水
源
か
ら
中
心
市

街
地
に
水
道
を
引
き
給
水
が
始
ま

り
、
今
年
１
０
０
年
を
迎
え
ま
し

た
。
今
月
２
日
、
恒
例
の
水
源
感

謝
祭
の
日
に
記
念
式
典
を
開
催
し
、

市
民
の
暮
ら
し
と
産
業
活
動
を
支

え
る
基
盤
を
築
い
て
こ
ら
れ
た
、

先
人
た
ち
の
ご
努
力
に
深
く
敬
意

を
表
し
、
感
謝
す
る
機
会
と
い
た

し
ま
す
。

　
給
水
開
始
後
も
産
業
の
発
展
と

人
口
の
増
加
に
伴
う
水
需
要
の
増

大
に
よ
り
、
昭
和
29
年
の
新
生
大

町
市
の
誕
生
を
機
に
、
給
水
区
域

の
統
合
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、

水
源
の
開
発
が
進
め
ら
れ
、
並
行

し
て
各
地
区
に
点
在
し
て
い
た
簡

易
水
道
が
統
合
さ
れ
ま
し
た
。

　
八
坂
地
区
で
は
昭
和
44
年
の
中

央
簡
易
水
道
か
ら
、
ま
た
美
麻
地

区
は
54
年
の
二
重
地
区
か
ら
、
順

次
各
地
区
の
整
備
が
進
み
、
令
和

元
年
に
至
り
両
地
区
の
簡
易
水
道

は
市
の
公
営
簡
易
水
道
と
し
て
統

合
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
長
き
に
わ
た
る
水
道

の
歴
史
は
、１
０
０
周
年
を
記
念
し

て
製
作
さ
れ
た「
信
濃
大
町
水
物

語
」に
克
明
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
豊
富
な
大
町
の
水
は
、

将
来
も
尽
き
る
こ
と
が
な
い
の
で

し
ょ
う
か
。
５
月
、
大
町
の
水
に

つ
い
て
大
町
山
岳
博
物
館
の
鈴
木

啓
助
名
誉
館
長
の
ご
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。
鈴
木
先
生
は
地
球
物
理

学
の
雪
氷
学
や
水
文
循
環
学
の
専

門
家
で
す
。
ご
講
演
で
先
生
は
、

赤
道
に
近
い
低
緯
度
地
域
で
降
水

量
が
多
く
、
南
北
30
度
よ
り
高
緯

度
で
降
水
量
が
多
い
の
は
日
本
だ

け
で
、
冬
は
日
本
海
の
暖
か
い
対

馬
海
流
か
ら
の
水
蒸
気
が
、
乾
い

て
冷
た
い
シ
ベ
リ
ア
か
ら
の
季
節

風
に
よ
っ
て
雪
雲
と
な
り
、
そ
れ

が
日
本
列
島
の
山
脈
に
ぶ
つ
か
り
、

大
雪
を
降
ら
せ
る
と
い
う
メ
カ
ニ

ズ
ム
を
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

　
気
温
に
つ
い
て
は
、
１
９
７
９

年
か
ら
の
40
年
間
の
観
測
で
、
大

町
で
は
春
か
ら
夏
、
秋
に
か
け
て

平
均
気
温
が
上
昇
す
る
一
方
、
冬

は
変
動
が
見
ら
れ
ず
、
ま
た
、
春

か
ら
秋
ま
で
の
平
均
降
水
量
に
は

変
動
が
な
く
、
反
面
、
冬
の
降
水

量
は
増
加
傾
向
に
あ
る
た
め
、
大

町
の
水
資
源
は
今
後
も
大
丈
夫
と

の
こ
と
で
し
た
。

　
曹
洞
宗
の
開
祖
道
元
禅
師
の
言

葉
に「
杓
底
の
一
残
水
、
流
れ
を

く
む
千
億
人
」と
い
う
教
え
が
あ

り
ま
す
。
天
の
恵
み
の
水
は
み
ん

な
の
も
の
、
こ
れ
か
ら
も
大
切
に

利
用
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

  令和５年度の運用状況 　 公文書公開・個人情報開示請求
　令和５年度にあった公文書の公開請求・個人情報の開示請求の内訳は、表のとおりです。
　特定の個人が判別できる情報や、法人などに関する権利、競争上の地位を害する恐れがある情報などが
含まれる公文書は、一部公開（一部不承諾）または非公開（不承諾）としています。
　選挙管理委員会、農業委員会、公平委員会、監査委員、固定資産評価審査委員会および土地開発公社へ
の請求はありませんでした。
■問い合わせ　庶務課行政管理・コンプライアンス推進係　℡□市内線511

公文書の公開請求・個人情報の開示請求件数と処理状況	
区分

実施機関 請求 処理状況 取り下げ 審査請求公開 一部公開 非公開（不存在含む）
市長（水道部・病院含む） 83 19 45 17 2 —
教育委員会 16 2 11 1 2 —
議会 2 1 1 — — —

計 101 22 57 18 4 —

個人情報の開示請求
請求

処理状況
取り下げ 審査請求

承諾 一部不承諾 不承諾（不存在含む）
2 1 1 — — —

遠
藤
博
仁
さ
ん

関
東
管
区
行
政
評
価

局
長
表
彰
を
受
賞

　
多
年
に
わ
た
り
行
政
相
談
委

員
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
国
民
の

行
政
に
対
す
る
苦
情
の
解
決
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
と
し
て
、

こ
の
た
び
令
和
６
年
度
の
関
東

管
区
行
政
評
価
局
長
表
彰
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
遠
藤
さ
ん
は
平
成
27
年
か
ら

行
政
相
談
委
員
と
し
て
活
躍
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
表
彰
状
の
贈
呈
は
、
５
月
21

日
に
長
野
市
の
長
野
第
１
合
同

庁
舎
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

遠藤博仁さん（右から２番目）

【第166回】

水道事業100年

大町市長
牛越 徹

こんにちは
牛越です
こんにちは
牛越です



広報おおまち　2024.7 16

まちづくり行政懇談会

地域懇談会

　
こ
れ
ま
で
、「
市
長
へ
の
手
紙
」
や
「
市
長
へ
の
メ
ー
ル
」、「
行
政
懇
談
会
」
や
「
地
域

懇
談
会
」
な
ど
を
通
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
市
政
へ
の
貴
重
な
ご
意
見
・
ご
提
案
を

数
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
い
た
だ
き
ま
し
た
様
々
な
ご
意
見
な
ど
を
市
政
に

反
映
で
き
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
や
向
上
に
つ
な
が
り
ま
し
た
こ
と
に
、
心
か
ら
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
市
の
第
５
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
（
５
カ
年
計
画
）

で
は
、市
の
発
展
を
支
え
る
「
ひ
と
」
を
育
む
こ
と
を
重
要
課
題
と
し
、市
の
将
来
像
を
「
未

来
を
育
む
　
ひ
と
が
輝
く
　
信
濃
お
お
ま
ち
」
と
掲
げ
ま
し
た
。

　
こ
の
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
「
ふ
る
さ
と
に
誇
り
を
持
つ
ひ
と
を
育
む
ま
ち
」「
活
力

あ
ふ
れ
る
産
業
と
地
域
の
魅
力
を
活
か
し
た
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
」「
だ
れ
も
が
健
康
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」「
豊
か
な
自
然
を
守
り
快
適
に
生
活
で
き
る
ま
ち
」「
市
民
の

参
画
と
協
働
で
つ
く
る
ま
ち
」
の
５
つ
の
ま
ち
づ
く
り
の
テ
ー
マ
、
政
策
の
柱
に
沿
っ
て

施
策
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
積
極
的
に
建
設
的
な
ご
意
見
・
ご
提
案
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
町
市
長

市長と語ろう！ まちづくり
あなたのご意見・ご提案を市政に生かします

　「市長への手紙」「市長へのメール」は、市
民の皆さまが日頃考えていることを市長に
お寄せいただき、今後のまちづくりに反映
させていくために行っています。お寄せい
ただいたご意見・ご提案は、市長が必ず全
てに目を通し、内容により担当課に指示し
て一緒に検討し、お返事をお送りしています。
　団体やグループとの「まちづくり行政懇
談会」や、各自治会での「地域懇談会」も、
市長が直接、皆さまからのご意見・ご提案
をいただいています。市の将来のため、ぜ
ひご参加をお願いします。
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市長と語ろう！ まちづくり

地域懇談会まちづくり行政懇談会

市長への手紙・市長へのメール

　市連合自治会では、各自治会の主催により、
地域の課題について、市長に直接、質問や提
案などができる「地域懇談会」を行っています。
これまでに延べ150の自治会が開催し、延べ
2,199人が参加しています。
　懇談会では、参加者からのご質問や提案な
どに、市長がその場でお答えします。即答が
難しい場合は、後日、担当課へ確認した上で
必ずお返事しています。本年度も引き続き多
くの自治会での開催と大勢の皆さんのご参加
をお願いいたします。
■申し込み　事前に電話または直接、市連合
自治会事務局にお申し込みください。懇談時
間は１時間30分程度です。
■問い合わせ　市連合自治会事務局（市民活
動サポートセンター内）　℡□市内線831

５年度中にいただいた
一部をご紹介
市長へのメール（行政）

■お寄せいただいたご意見
　毎年大町市にふるさと納税をしているが、
市から送られてくる大きな封筒の中の立派な
紙で作られたお礼状の紙はもったいない。気
持ちはありがたいが、もっと簡素な紙で十分
だと思う。お礼状にかけるお金や資金は、大
町市のために使ってもらった方が嬉しいので、
今後の改善を検討してほしい。
　また、「楽天ふるさと納税」を使うことが多
いので、楽天からも大町市のそば粉にアクセ
スできると嬉しいと思う。

■市長からのお返事
　毎年ふるさと納税を通じて、当市を応援い
ただいておりますことに、心から感謝申し上
げます。
　さて、このたびいただきましたお礼状の件
につきましては、大町市を応援いただく皆様
に感謝の気持ちを表したいとの思いで、和紙
を使用しておりましたが、他の方からも同様
のご意見を頂戴しておりましたことから、本
年度より用紙の紙質を変更するとともに、封
筒も小型のものに改めました。
　また、そば粉の楽天ふるさと納税での取り
扱いにつきましては、提供いただいておりま
す事業者の方に、ご要望があったことをお伝
えし、取り扱いが可能か調整させていただき
たいと存じます。

　市民と行政が連携し、協働してまちづくり
を進める市民参加の市政を実現するために、
市長と市内の各種団体やグループなどの皆
さんが、膝を交えて大町市の将来について懇
談する「市長と語ろう！ まちづくり行政懇談
会」を平成18年11月から行っています。
　これまでに83回開催し、市政全般やまち
づくりに関するご意見・ご提案をいただいて
います。

■申し込み　事前に電話または直接、情報交
通課広聴広報係にお申し込みください。懇談
時間は１時間30分程度です。開催日時・場
所は団体の代表者と相談して決定します。
■問い合わせ　情報交通課広聴広報係
　℡□市内線404

　市長への手紙　
■５年度の実績　28通
　内訳は複数項目にわたる内容があり、保健・福祉１件、
病院・医療３件、生活・環境６件、子育て・教育５件、産
業・観光４件、防災・行政９件でした。
■提出方法
　今回折り込んだ用紙に市政に対するご意見・ご提案を記
入の上、市役所本庁舎や市八坂支所、市美麻支所、各公民
館にある投函(とうかん)箱に入れてください。
　市長へのメール　  
■５年度の実績　76通
　内訳は複数項目にわたる内容があり、保健・福祉７件、
病院・医療４件、生活・環境21件、子育て・教育10件、産業・
観光14件、防災・行政20件でした。
■送信方法
　市ホームページのトップページ→市長への手紙・メール
→mayor@city.omachi.nagano.jpへお送りください。
また、迷惑メール対策として受信拒否設定（フィルタリング）
を行っている場合は、必ず【mayor@city.omachi.nagano.
jp】を受信許可してください。
　共通事項　
　お寄せいただいたご意見・ご提案には、お返事をお送り
しますので、必ず住所、氏名の記入をお願いします。内容
によっては、関係部署との調整が必要なことから、お返事
までに２週間程度かかる場合があります。「広報おおまち」
や市ホームページなどで紹介させていただく場合がありま
す。その際は、個人が特定できる内容は掲載しません。

■問い合わせ　情報交通課広聴広報係　℡□市内線404
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　大町市扇沢駅間と黒部ダム間を走行していた関電トンネルトロリーバス。
　2018年に54年間の運行を終えましたが、その翌年、解体が決まっていたトロバスをクラウドファンディング
で里帰りさせることに成功しました。この里帰りを機にトロバスの誕生を祝うトロバースデーを開催してきました。
　最初の出発式を行った昭和39年８月１日から60年目の節目を迎える今年、例年よりもパワーアップした内容
で関電トンネルバス開通60周年トロバースデーイベントを開催します。
■期日　８月１日（木）、２日（金）、３日（土）
■場所　扇沢トロバス記念館、立山黒部アルペンルート、信濃大町駅前本通り商店街、大町やまびこまつり会場

関電トンネルバス開通60周年

トロバースデートロバースデー

ト
ロ
リ
ー
バ
ス
は
３
代

　
ト
ロ
リ
ー
バ
ス
の
車
両
は
初
代

の
１
０
０
型
か
ら
２
０
０
型
へ
と

移
り
、
平
成
５
年
か
ら
３
０
０
型

が
登
場
。

　
１
９
６
４
年
８
月
１
日
に
営
業

運
転
を
開
始
し
て
以
来
、
54
年
間

無
事
故
で
６
１
２
万
４
７
３
７
人

も
の
お
客
様
を
運
び
ま
し
た
。
そ

し
て
２
０
１
８
年
11
月
30
日
に
最

終
運
行
を
迎
え
た
の
で
し
た
。

跡
を
引
き
継
い
だ
電
気
バ
ス

　
２
０
１
９
年
か
ら
は
、
Ｃ
Ｏ
２

の
排
出
が
な
い
環
境
に
や
さ
し
い

電
気
バ
ス
が
運
行
を
開
始
。
電
気

バ
ス
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
関
電
ト
ン

ネ
ル
ト
ロ
リ
ー
バ
ス
が
運
行
開
始

か
ら
54
年
間
無
事
故
を
継
続
し
て

き
た
安
全
運
転
へ
の
強
い
思
い
と

使
命
感
を
継
承
す
る
思
い
を
込
め

て
デ
ザ
イ
ン
で
踏
襲
し
て
い
る
も

の
で
す
。

　
電
気
バ
ス
は
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
バ

ス
か
ら
エ
ン
ジ
ン
を
取
り
外
し
、

駆
動
用
モ
ー
タ
ー
お
よ
び
リ
チ
ウ

ム
イ
オ
ン
バ
ッ
テ
リ
ー
を
４
パ
ッ

ク
搭
載
し
て
い
ま
す
。
充
電
は
車

載
パ
ン
タ
グ
ラ
フ
方
式
を
採
用
し
、

１
往
復
ご
と
に
扇
沢
駅
の
ホ
ー
ム

に
て
約
10
分
の
急
速
充
電
を
行
っ

て
い
ま
す
。

奇
跡
の
１
台
を
展
示

　
　
　
ト
ロ
バ
ス
記
念
館

　
黒
部
ダ
ム
と
大
町
市（
扇
沢
駅
）

を
結
ぶ「
関
電
ト
ン
ネ
ル
ト
ロ

リ
ー
バ
ス
」（
通
称「
ト
ロ
バ
ス
」）

は
、
黒
部
ダ
ム
が
完
成
し
た
翌
年

の
１
９
６
４
年
８
月
１
日
営
業
を

開
始
し
、
ラ
ス
ト
ラ
ン
と
な
っ
た

２
０
１
８
年
11
月
30
日
ま
で
の
54

年
も
の
間
、
人
々
に
愛
さ
れ
続
け

て
き
ま
し
た
。
黒
部
ダ
ム
の
歴
史

と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
ト
ロ
バ
ス
。

扇
沢
駅
近
く
に
あ
る「
ト
ロ
バ
ス

記
念
館
」（
扇
沢
総
合
案
内
セ
ン

タ
ー
）に
は
、
廃
車
と
な
っ
た
15

代
の
ト
ロ
バ
ス
の
う
ち
、
１
台
を

保
存
展
示
し
て
い
ま
す
。

200型

電気バス

トロバス記念館 300型 奇跡の１台

試運転する100型（昭和39年7月）

ト
ロ
リ
ー
バ
ス（
ト
ロ
バ
ス
）と
は
？

　
電
気
を
動
力
と
し
て
走
る
ト
ロ
バ
ス
は
、
普
通
の
バ
ス
と
は
異
な
り
、
鉄
道
の
一
種
と
し
て
区
別
さ
れ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
乗
り
物
で
す
。

現
在
立
山
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
の
立
山
ト
ン
ネ
ル
を
走
る
ト
ロ
リ
ー
バ
ス
が
国
内
で
唯
一
、
現
役
で
運
行
し
て
い
ま
す
。

ト
ロ
バ
ス
記
念
館

 （
扇
沢
総
合
案
内
セ
ン
タ
ー
）

▽
営
業
時
間

午
前
９
時
～
午
後
４
時

（
立
山
黒
部
ア
ル
ペ
ン

ル
ー
ト
営
業
期
間
の
み
）

▽
住
所　
平
２
１
１
７

℡
２
２
・
３
２
２
０
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8/1木  トロバス記念館イベント

■場所　扇沢トロバス記念館
　　　　※駐車場は扇沢駅駐車場をご利用ください。
■時間　午前10時～午後３時
■内容

▽オリジナルデザインステッカー配布
先着200人限定！ 午前10時から配布スタート。

▽トロバスクイズ
トロバスにまつわるクイズに答えて、景品をゲッ
トしよう！ 全問正解者に景品をプレゼント。

▽ワークショップ
空き箱でバスをつくろう！

■対象　（クイズとワークショップ）中学生以下の人
■その他　クイズは景品が無くなり次第終了、ワー

クショップは材料がなくなり次第終了。
……………………………………………………………
　その他、オリジナルデザインの旗付き黒部ダムカ
レーの販売・オリジナルかけ紙信州サーモン若笹す
し販売などもあります。

8/1木2金
公募ツアー開催
■１日
夏休みのスペシャルな体験ツアー
　通常立ち入ることができない建設当時の素掘
りのトンネルで、さく岩機体験などができます。
■２日
特別復刻！ 展望台回遊ルートツアー
　開業当時に使われた幻のルートで
展望台へご案内します！
　各日２回開催、定員30人です。
詳細は黒部ダムホームページへ。

8/3土
記念乗車引換券販売
　60年前の切符を再現した
記念乗車引換券（扇沢駅～黒
部ダム駅片道）と、記念デザ
イン４種類のクリアホルダー
各１枚のセットを特別価格に
て販売します。
■場所　大町やまびこまつり

関西電力ブース
■価格　1,000円（税込み）

１人４セットまで
■その他　関西電力ブースでは

トロバスの展示も行います。

奇跡のバス３台夢の共演

　1964年～2018年まで運行し、クラウド
ファンディングによって取り戻した奇跡の１
台トロリーバスと、その後を受け継いだバス
開通60周年ラッピングの電気バス、国内初の
観光EVバスの３台が並びます。
■場所　扇沢トロバス記念館
■時間　午前10時～午後３時

ＥＶバスでトロバースデーへ

　国内初、EVタイプの観光バスに無料で乗車できます。
■運行ルート　信濃大町駅（発）→トロバス記念館（着）
 　　　　　　※復路の運行はありません。
■申し込み　７月11日（木）までに応募フォームから。
　　　　応募多数の場合は抽選になります。

■問い合わせ　大町プロモーション委員会　℡23-4081
　　　　　　　平日午前９時～午後５時

クラウドファンディング活動報告

※イメージ

黒部ダム
ホームページ
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信濃大町　イベントカレンダー
　７月から８月のイベントをご紹介します！ 夏のお祭りがめじろ押し！
７月から８月のイベント

期日 イベント名 問い合わせ
７月27日(土）〜

28日（日）　 信濃大町若一王子祭り 若一王子神社 ℡22-1626

８月３日（土） 第46回大町やまびこまつり 大町やまびこまつり実行委員会 ℡□市内線543

８月15日（木） 第80回
木崎湖灯篭流しと花火大会 大町市観光協会 ℡22-0190

　
大
町
の
穴
場
を
巡
る
ツ
ア
ー
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

1 

若
一
王
子
神
社

禰ね

宜ぎ

さ
ん
が
ご
案
内
す
る

参
拝
マ
ナ
ー
と
文
化
財
を
学
ぶ

　
正
式
な
参
拝
の
仕
方
や
習
わ
し

を
ご
指
導
い
た
だ
き
、
神
仏
習
合

に
よ
る
歴
史
的
文
化
財
の
特
別
公

開
と
県
の
天
然
記
念
物
の
社
叢
を

探
訪
し
ま
す
。
特
別
に
、
三
重
の

塔
の
天
井
裏
を
覗
き
見
る
、
観
音

堂
を
し
っ
か
り
見
学
す
る
な
ど
、

普
段
体
験
で
き
な
い
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。

■
日
時

▽
第
２
回　
８
月
２
日（
金
）

午
前
９
時
30
分
～
正
午

（
約
２
時
間
半
）

■
会
場　
若
一
王
子
神
社

※
駐
車
場
は
、
神
社
参
道
途
中
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

■
定
員　
10
人

※
最
少
催
行
人
数
は
２
人

■
案
内
人　
傘
木
則
興
さ
ん（
禰

宜
）

　
昭
和
59
年
、
若
一
王
子
神
社
に

入
社
。
同
社
神
社
官
と
し
て
、
ま

た
大
町
市
美
麻
に
鎮
座
す
る
千
見

神
社
を
始
め
26
社
の
宮
司
と
し
て

奉
納
し
て
い
る
。

■
費
用　
２
０
０
０
円（
参
拝
料
、

保
険
料
）

■
申
し
込
み　
開
催
日
前
日
正
午

ま
で
に
、
①
か
②
の
方
法
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
は

先
着
順
で
す
。

①
大
町
市
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
。

②
電
話
で
、
大
町
市
観
光
協
会
へ
。

■
そ
の
他　

▽
参
加
費
用
は
、
当
日
会
場
で
現

金
で
お
支
払
い
。

▽
受
付
は
、
集
合
時
間
の
15
分
前

か
ら
。

▽
気
象
条
件
な
ど
の
都
合
に
よ
り

開
催
を
変
更
、
中
止
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

■主催・問い合わせ
　（一社）大町市観光協会　℡22-0190
長野県知事登録旅行業　第地域-670号

若一王子祭り
子ども流

や ぶ さ め
鏑馬

木崎湖
灯篭流しと花火大会

若一王子祭り
稚児行列

やまびこまつり

信濃大町穴場旅
／ガイドツアー

穴場旅
ホームページ
掲載以降の
ツアーは

こちらから！
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生涯学習
文化会館

ちっちゃなコンサート
　「大きすぎない適度な会場」で「多すぎない適度な人数」の皆さんと「長すぎない適度な時間」を音楽と
共に過ごす、ちっちゃな親しみやすいコンサートです。今回は、文化会館大ホールステージを会場に

「ステージコンサート」を開催します。演奏者の息遣いまで聞
こえるような空間で、静かに耳を傾けてみてください。入場
無料です。

■日時　７月21日（日）　午後１時30分開場、午後２時開演
■会場　文化会館　大ホールステージ
■出演者　信州アルプス交響楽団（弦楽器とオーボエ五重奏）
■曲目　モーツァルト／オーボエ四重奏１楽章

ハイドン／弦四「ひばり」全楽章　ほか

大町市民芸術祭　Music Summer（ミュージックサマー）
　大町市内で活動する団体による市民参加型音楽イベント。
　多彩なジャンルが一つのステージに集まり、練習の成果を
発表する夏の音楽イベントです。入場無料です。

■日時　７月14日（日）　午後１時開演
■会場　文化会館　大ホール

ワンコインコンサート
　「ワンコインコンサート」は、地元にゆかりのある人が出演する
コンサートです。すてきな時間をワンコインでお楽しみください。

■日時　７月28日（日）　午後１時30分開場、午後２時開演
■会場　文化会館　大ホール
■出演者　Ogozze（オゴッツェ）／松田紫帆、川﨑妃奈子
■曲目　エルガー／愛のあいさつ

モンティ／チャールダーシュ
伊福部昭／ヴァイオリン　ソナタ
映画挿入曲など耳にしたことのある曲をお届けします。

■チケット　全席自由　500円
■チケット発売日　６月29日（土）

※文化会館窓口は午前10時から

信州アルプス交響楽団

■問い合わせ　大町公民館・文化会館　℡・有線22-9988

信州アルプス交響楽団プロフィール
　信州大学交響楽団第100回記念定期演奏会にて、松下京介氏指揮のもと演奏した若い奏者を中心に新し
く結成されたオーケストラ。大合唱2023が初舞台となり、山岳都市大町市にちなんで「信州アルプス交響
楽団」と名付けた。他に室内楽演奏会、出張演奏など地域とのつながりを大切に活動している。

Ogozze
（オゴッツェ）
プロフィール
　第４回あづみの新進音楽課演
奏会にて選出されたヴァイオリ
ニスト川﨑妃奈子（佐久市出身）
とピアニスト松田紫帆（大町市出
身）によって結成。「２人で奏で
るさまざまな演奏を、ごちそう
を食べるようなワクワクした気
持ちで味わってほしい」と命名。
クラシックを中心にジャンルや
場所に捉われない演奏会を多数
行っている。
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生涯学習
大町公民館

大町公民館分室 

大町市制施行70周年記念
北アルプス囲碁・将棋大会

【夏季大会】
　毎年恒例の「北アルプス囲碁・将棋大会（夏季大
会）」を開催します。この機会に、実力を試してみ
ませんか。大勢の皆さんのご参加をお待ちしてい
ます。申し込み不要、参加無料です。

■日時　７月21日（日）　

▽受付　午前９時～９時30分

▽組み合わせ抽選　午前９時30分～10時

▽対局開始　午前10時～
■会場　サン・アルプス大町　２階　大会議室
　　　　（文化会館南隣の建物）
■種目

▽囲碁　Ａ級の部（有段者）
　　　　Ｂ級の部（一般）

▽将棋　Ａ級の部（有段者）
　　　　Ｂ級の部（一般）
■参加資格

▽囲碁　中信地区にお住まいか、通勤している人

▽将棋　大北地区にお住まいか、通勤している人
■その他　昼食の弁当の注文を650円（自己負担、

当日申し込み）で受け付けます。

サークル１日体験「空手」
　サークルの皆さんの協力により、空手のサークル１日体験を行います。
　空手の基本動作を習い体験しましょう！ ぜひお気軽にご参加ください。

■日時　７月26日（金）　午後７時～８時45分
■会場　大町公民館分室　講堂
■対象・定員　どなたでも　10人
■協力サークル　日本空手道剛柔流剛誠館
■持ち物　飲み物、タオル、動きやすい服装
■申し込み　電話または直接、大町公民館分室へ。
■問い合わせ　大町公民館分室　℡・有線22-0352

木彫講座　
～オリジナルの靴べらを作ろう！～
　今回の講座では木彫りの
靴べらを作ります。普段
使っている靴べらを思い入
れのある１本にしてみませ
んか。木彫りが初めての人
でも大歓迎です！

■日時　全６回
８月４日・18日、
９月１日・22日、
10月６日・27日
日曜日
午後１時30分〜３時30分まで

■会場　大町公民館　学習室　ほか
■対象・定員　市内にお住まいの人　先着

10人
■講師　千國由美さん（木彫家）
■費用　5,000円（材料費など含む）
■持ち物　エプロン、筆記具、飲み物など
　　　　※彫刻刀は用意します。
■申し込み　７月２日（火）〜19日（金）まで

に電話または直接、大町公民館へ。

※イメージ

■問い合わせ　大町公民館・文化会館　℡・有線22-9988
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山岳博物館文化財センター

自然ふれあい講座
「みんなで温暖化ウォッチ

 セミのぬけがらを探せ！ in大町」
　山岳博物館では、県環境保全研究所と共催
で「自然ふれあい講座」を開催します。この講
座は地球温暖化が身近な自然にどのような影
響を及ぼしているのかを知るために、セミの
抜け殻を探し、その種類や数を調べます。毎
年同じ場所で調べ続けることで、自然の変化
が見えてきます。その変化から地球温暖化の
地域への影響について考えます。夏休みの自
由研究としても活用できますので、ぜひご参
加ください。参加無料です。

■日時　８月３日（土）　午前10時〜正午
■会場　山岳博物館、大町公園周辺

▽集合場所　山岳博物館
■対象・定員　主に小学生　先着20人
■持ち物　飲み物、帽子、タオル、筆記用具
■申し込み　７月３日（水）～８月２日（金）に、

信州環境カレッジ「地域講座」のホー
ムページで受け付けます。
https://shinshu-ecollege.pref.
nagano.lg.jpにアクセスし、申し込
みをお願いいたします。

■問い合わせ
　県環境保全研究所　℡026-239-1031
Eメールkanken-shizen@pref.nagano.lg.jp

親子陶芸教室
　「陶芸の家」では、親子陶芸教室を開催します。日頃体験することの少ない陶芸を通じて創作意欲を膨
らませ、親子の触れ合いを深めましょう。
　当日は陶芸の家の会員が指導しますので、初めての人もお気軽にご参加ください。

■日時　 ▽開講式・造形作業　７月27日（土）・28日（日）のどちらか１日　午前９時～11時
　　　　 ▽閉講式（作品の鑑賞、引き渡し）　８月31日（土）　午前10時～11時
■会場　陶芸の家（東町、中央保健センター南隣）
■対象・定員　市内にお住まいの小・中学生で閉講式に出席できる人　各日先着10人程度
　　　　　　※小学生は保護者同伴
■費用　500円（保険料・材料費）
■申し込み　７月16日（火）までに、電話または直接、福祉課高齢者・包括支援係へ。
■問い合わせ　福祉課高齢者・包括支援係　℡□市内線415

令和６年度
第４回文化財講座

「千国街道の歴史と文化」

　古くから信濃と越後を結ぶ重要な道であった
「千国街道」。今回は小谷村を中心に、人や物が
行き交ってきた千国街道の歴史と文化について、
地域でさまざまな活動を実践している講師が詳
しく解説します。申し込み不要、参加無料です。

■日時　７月13日（土）　午前10時～正午
■会場　文化財センター　学習室
■対象　どなたでも
■講師　澁谷祥充さん（小谷村文化財保護委員・

仁科路研究会会員）
■問い合わせ
　文化財センター　℡・有線23-4760
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生涯学習
山岳博物館

「家庭の日」に伴う入館無料・割引
　毎月第３日曜日は「家庭の日」です。山岳博物館では「家庭の日」とその前日の土曜日、大町市民の入
館料が無料となります。その他の長野県民は入館料が割引となります。この機会にぜひご来館くださ
い。申し込み不要です。

■期日（７月）　７月20日（土）・21日（日）
■対象　大町市民、長野県民
■その他　来館時に受付で住所、氏名をご記入いただくか、住所が分かるものをご提示ください。

大町市制施行70周年記念事業　企画展
「大町の少年が世界を駆ける　～山岳ランナー上田瑠偉10年の軌跡～」

　世界の山からふるさとの山まで。彼を追う山岳カメラマン藤巻翔の撮りおろしによる写真展、世界
一になった大町出身の山岳ランナー上田瑠偉が山と山を走る素晴らしさを伝えます。

■期日　８月10日（土）～10月14日（月）
■会場　山岳博物館　特別展示室

オープニング講演会
　上田瑠偉選手が企画展の見どころなどを紹介します。
■日時　８月10日（土）　午前11時～（約１時間）
■会場　山岳博物館　特別展示室
■定員　先着30人
■費用　無料（山岳博物館の入館料は必要です）
■申し込み　７月２日（火）よりEメールまたは電話

で、山岳博物館へ。

トレラン体験会
　初心者向けに鷹狩山でトレイルランニ
ングを体験していただきます。
■日時　９月15日（日）　午前10時～
■会場　鷹狩山

▽集合場所　山岳博物館駐車場
■定員　先着20人
■費用　2,000円

（山頂で提供する昼食代込み）
■申し込み　８月１日（木）よりEメール

または電話で、山岳博物館へ。

鷹狩山トレッキング
　トレイルランニングは体力的に難しい
方向けに、上田瑠偉選手と自然に親しみ
ながら鷹狩山に歩いて登ります。
■日時　９月16日（月）　午前10時～
■会場　鷹狩山

▽集合場所　山岳博物館駐車場
■定員　先着20人
■費用　2,000円

（山頂で提供する昼食代込み）
■申し込み　８月１日（木）よりEメール

または電話で、山岳博物館へ。

トレーニングキャンプ
　上田瑠偉選手のふるさとの山を上田選手と一緒
に巡ります。１日目は、小熊山トレイルコース

（15km）をトレイルランニングのレクチャーを受け
ながら走ります。夜はBBQ懇親会。２日目は、鷹
狩山（約15km）を走った後、山岳博物館の企画展を
見ながらのトークイベント。
■日時　８月11日（日）・12日（月）　午前11時～
■会場　ランテラス信濃大町、鷹狩山、山岳博物館
■定員　先着15人
■費用　17,500円（宿泊費は別途6,500円）
■申し込み　「イー・モシコム」
　　　　ホームページから申し込み
■問い合わせ
　Mountainfrontier.info@gmail.com

■問い合わせ　山岳博物館　℡22-0211　Eメールsanpaku@city.omachi.nagano.jp

関連イベント
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常盤公民館

総合体育館

サークル１日体験　「ゆる体操」
　ゆる体操とは、身体をゆるゆるにゆるめ
る、健康効果の高い体操です。現代人の体は
ストレスや疲労などで凝り、固まってしまっ
ています。固いカラダをゆるめれば元気にな
れる！ 脳と体の疲れを取って「凝り」「こわば
り」を解消しましょう。楽しい仲間とぜひご
一緒にゆるんでみませんか？ 参加無料です。

■日時　７月19日（金）　午前10時～正午
■会場　常盤公民館　研修室
■定員　10人程度
■協力サークル　ゆるを楽しむ会
■持ち物　飲み物、ヨガマット（持っている人）
■申し込み　７月16日（火）までに電話また

は直接、常盤公民館へ。

サークル１日体験　「ボッチャ」
　幅広い年齢層が楽しめる競技スポーツ「ボッ
チャ」という競技は、年齢、性別、障がいのある
なしにかかわらず、すべての人が一緒に競い合え
るスポーツです。競技の面白さ、ボールを投げる
楽しさを体験してみませんか？ 参加無料です。

■日時　８月６日（火）　

▽受付　午前９時30分

▽体験　午前10時～正午
■会場　常盤公民館　講堂
■定員　30人程度
■協力サークル　ボッチャゴールド会
■持ち物　上履き、タオル、飲み物
■申し込み　７月31日（水）までに電話または直

接、常盤公民館へ。

2024年度　少年少女海洋教室
　カヌーや小型ヨットなどを利用した海洋性スポーツ教室です。

■日時　７月15日（月）・20日（土）、８月１日（木）
　　　　午前９時30分～11時30分
■会場　木崎湖Ｂ＆Ｇ海洋センター艇庫（平9707-14）
■内容（目標）

▽カヌーを一人で漕いで湖の上をゆっくり移動する。

▽ヨットの基本原理を学び、短い距離を帆走する。

▽水辺の安全教室
■対象・定員　小学校３年生～中学校３年生　先着20人
■費用　500円／回　各開催日に現地で支払い
■持ち物　濡れてもよい服装・靴（かかとのないサンダルは不

可）、帽子、長袖シャツやラッシュガード、着替え、
タオルなど　※その他詳しくは要項をご覧ください。

■申し込み　７月１日（月）～12日（金）に、いずれかの方法で
申し込み。

▽Eメール　ホームページを参照のうえ送信。

▽直接　申込用紙に記入の上のうえ、総合体育館へ。
■問い合わせ　総合体育館　℡・有線22-8855
　Ｅメールsports@city.omachi.nagano.jp

松本山雅
健康運動教室

（社地区男女共同参画学習会）

　社地区男女共同参画学習会実行
委員会では、サッカー松本山雅FC
のコーチによる健康運動教室を開
催します。タオルやボールを使った
軽運動を楽しみながら、健康のた
めに汗を流してみませんか。子供か
らシニアまで、どなたでも参加いた
だけます。
■日時　８月４日（日）

午前10時～11時30分
■会場　社公民館
■定員　30人
■持ち物　運動ができる服装、上

履き、タオル、飲み物など
■申し込み　７月29日（月）までに電

話または直接、社公民館へ。
■問い合わせ

▽庶務課男女共同参画・
　人権政策係　℡□市内線830

▽社公民館　℡22-0378

■問い合わせ　常盤公民館　℡・有線22-0321
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平公民館・女性未来館ピュア

大町図書館

「夏休みボッチャ体験教室」
　夏休み期間中、家族でボッチャを楽しみませんか。健康
のため、お一人での参加も、障害のある人の参加も大歓迎
です。楽しみながらボッチャを体験し、競技ルールや試合
ができるようになるまでを学びます。
■日時　全３回　８月３日・10日・17日　土曜日

午前10時～正午
■会場　平公民館・女性未来館ピュア　講堂
■対象・定員　どなたでも　先着20人程度

※市内在住の人、市内にお勤めの人を優先
■講師　長野県ボッチャ協会公認審判員ほか
■持ち物　筆記用具、運動のできる服装、上履き、飲み物、

タオルなど
■申し込み　７月10日（水）～18日（木）に電話または直接、

平公民館・女性未来館ピュアへ。

サークル１日体験
社交ダンス「つくしダンスクラブ」
　平公民館で毎週活動されている社交ダンスサークルの皆
さんと一緒に、ワルツ、ジルバなどの曲に合わせ、ステッ
プを踏み楽しく体を動かし、筋力アップ・脳トレに、社交
ダンスを体験してみませんか。
■日時　７月22日（月）　午後７時30分～９時30分
■会場　平公民館・女性未来館ピュア　講堂
■対象　どなたでも　
■講師　田中伸子さん、松澤信さん　ほかつくしダンスク

ラブの皆さん
■持ち物　上履き、飲み物
■申し込み　７月16日（火）までに電話または直接、平公

民館・女性未来館ピュアへ。
■その他　当日参加できない人でも、毎週月曜日（午後

７時30分～９時30分）にサークルの定期練習を
行っていますので、見学にお越しください。

夏休み子ども工作教室
　簡易分光器を作ってスペクトルを観察しよ
う！ 分光器は光をいろいろな「色」に分ける装
置です。その分光器を作ってスペクトルを実際
に見てみましょう。

■日時　８月４日（日）　午後１時30分～３時
■会場　大町図書館　２階　視聴覚室

■対象・定員　小学生　15人程度
※低学年児童は保護者同伴

■講師　髙橋一雄さん
■費用　300円
■持ち物　筆記用具
■申し込み　７月31日（水）までに電話または直接、

大町図書館へ。	
■問い合わせ　大町図書館　℡・有線21-1616

「幼児用スタイ
 （よだれかけ）作り」講座

　幼児用のスタイ（よだれかけ）をタオ
ル生地などで簡単に２種類作ってみま
しょう。手芸が初めての人でも一から
製作できる講座です。お子さんやお孫
さんにたったひとつのオリジナル前か
け作りに挑戦してみてはいかがですか。
参加無料です。
■日時　全２回　７月24日・31日　

水曜日　午前10時～正午
■会場　平公民館・女性未来館ピュア

学習室
■対象・定員　どなたでも　先着10人

程度　※市内在住の人、市内
にお勤めの人を優先

■講師　北澤美重子さん（キルト作家）
ほかサークル「キルト」の皆さん

■持ち物　お好みの模様の入った手ぬ
ぐいかタオル（２種類以上）、
裁縫用具一式

■申し込み　７月17日（水）までに電話
または直接、平公民館・女性
未来館ピュアへ。

■問い合わせ
　平公民館・女性未来館ピュア
　℡・有線22-0694
※託児あります（生後６カ月以上）。
　事前にお申し込みください。
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募集

募集

募集

「
し
な
の
お
お
ま
ち

ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
」

都
市
部
の
若
者
の
就
労
先

　
市
で
は
、
20
～
30
代
を
中
心
と
し
た

都
市
部
の
若
者
な
ど
が
２
週
間
～
１
カ

月
ほ
ど
市
内
に
滞
在
し
、
市
内
の
事
業

所
で
働
い
て
収
入
を
得
な
が
ら
地
域
の

皆
さ
ん
と
交
流
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新

た
な
関
係
人
口
の
創
出
や
将
来
的
な
移

住
人
口
の
増
加
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て「
し
な
の
お
お
ま
ち
ワ
ー
キ
ン
グ

ホ
リ
デ
ー
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
都
市
部
の
若
者
な
ど
の
就

労
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
け
る
事
業
者

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

■
受
け
入
れ
期
間　
７
月
１
日（
月
）～

11
月
30
日（
土
）の
う
ち
14
～
30
日
間

※
参
加
希
望
が
な
い
な
ど
の
理
由
で
マ
ッ

チ
ン
グ
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
受
け
入
れ
の
メ
リ
ッ
ト

▽
若
年
層
の
労
働
人
材
の
確
保

　
繁
忙
期
な
ど
の
人
材（
特
に
若
年
層
）

確
保
に
お
悩
み
の
事
業
者
に
、
都
市
部

の
若
年
層
を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
ま
す
。

▽
今
後
の
採
用
に
つ
な
が
る
関
係
構
築

　
都
市
部
の
学
生
や
若
者
と
の
関
係
性

構
築
を
図
る
こ
と
で
、
今
後
の
採
用
活

動
に
お
役
立
て
い
た
だ
け
ま
す
。

■
そ
の
他　
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳

し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ

ま
ち
づ
く
り
産
業
課
移
住
定
住
促
進
係

℡
２
１
・
１
２
１
０

自
転
車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
大
町
美
麻
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
実
行
委
員

会
で
は「
大
町
美
麻
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大

会
」を
９
月
１
日（
日
）に
美
麻
地
区
で

開
催
し
ま
す
。
今
回
は「
文
部
科
学
大

臣
杯
第
79
回
全
日
本
大
学
対
抗
選
手
権

自
転
車
競
技
大
会（
イ
ン
カ
レ
）」と
し

て
行
わ
れ
熱
戦
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
特
設
周
回
コ
ー
ス
が
広
範
囲
に
わ
た

る
こ
と
か
ら
、
交
通
整
理
な
ど
に
ご
協

力
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
ま
す
。
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
自
転

車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
の
醍
醐
味(

だ
い
ご

み)

を
味
わ
う
機
会
に
、
大
勢
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
し
込
み　
７
月
31
日（
水
）ま
で
に

申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
、
電
話
ま
た
は
直

接
大
町
美
麻
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
実
行
委
員

会
事
務
局
へ
。

■
問
い
合
わ
せ　

大
町
美
麻
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
実
行
委
員
会
事
務
局（
市
美
麻

支
所
産
業
建
設
係
内
）　

℡
２
９
・
２
３
１
１

北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
職
員

　
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
で
は
、
次
の

と
お
り
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

消
防
職
員
（
高
卒
程
度
）

■
募
集
人
数　
若
干
名

■
勤
務
地　
採
用
後
、
長
野
県
消
防
学

校
に
入
校
し
、
消
防
士
と
し
て
の
初
任

科
教
育
を
修
了
し
た
後
、
北
ア
ル
プ
ス

消
防
本
部
ま
た
は
大
町
消
防
署
、
北
部

消
防
署
、
南
部
消
防
署
の
い
ず
れ
か
に

勤
務
と
な
り
ま
す
。

■
受
験
資
格　
平
成
11
年
４
月
２
日
～

平
成
19
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
高
等

学
校
卒
業
程
度
の
学
力
が
あ
る
人
で
、

採
用
後
に
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
管
内

市
町
村（
大
町
市
・
池
田
町
・
松
川
村
・

白
馬
村
・
小
谷
村
）に
居
住
で
き
る
人

■
採
用
試
験

▽
１
次
試
験　
９
月
22
日（
日
）

▽
２
次
試
験　
10
月
下
旬

■
申
し
込
み　
８
月
１
日（
木
）～
15
日

（
木
）の
平
日
に
、
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
履
歴
書
な
ど
の
必
要
書

類
を
添
え
て
、
郵
送（
必
着
）ま
た
は
直

接
、
北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部
へ
。

※
募
集
要
項
・
申
込
書
は
、
北
ア
ル
プ

ス
広
域
連
合
事
務
局
、
北
ア
ル
プ
ス
広

域
消
防
本
部
、
大
町
・
南
部
・
北
部
消

防
署
ま
た
は
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
北
ア
ル
プ
ス
広
域
消

防
本
部
総
務
課
庶
務
係

℡
２
２
・
０
６
８
８

https://iju-omachi.
jp/component/k2/
item/524-sowh-
receive.html

https://x.gd/gZi7E
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募集

募集
■
そ
の
他　
希
望
日
時
が
他
団
体
と
重

な
っ
た
場
合
は
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　

北
ア
ル
プ
ス
広
域
大
町
消
防
署

℡
２
２
・
０
１
１
９

　
２
２
・
０
１
４
３

２
０
２
４

信
州
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

シ
ニ
ア
作
品
展

作
品
募
集

■
対
象　
県
内
在
住
で
60
歳
以
上（
昭

和
40
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
）の
ア

マ
チ
ュ
ア
の
人

■
部
門　
日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、
手

工
芸
、
書
、
写
真

■
申
し
込
み　
７
月
１
日（
月
）か
ら
８

月
20
日（
火
）ま
で
に
出
品
票
に
必
要
事

項
を
記
入
し
直
接
、
大
町
保
健
福
祉
事

務
所
へ
。

※
作
品
は
後
日
搬
入
で
す
。

■
そ
の
他　

▽
募
集
案
内
、
出
品
票
は
大
町
保
健
福

祉
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。

▽
作
品
の
規
格
な
ど
、
詳
し
く
は（
公

財
）長
野
県
長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

作
品
展
示

■
期
日　
11
月
15
日（
金
）～
17
日（
日
）

■
会
場　
長
野
市
ホ
ク
ト
文
化
ホ
ー
ル

ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会

■
期
日　
９
月
28
日（
土
）

■
会
場　
中
野
市
運
動
公
園

山
ノ
内
町
夜
間
瀬
川
緑
地
公
園
マ
レ
ッ

ト
ゴ
ル
フ
場

■
種
目　
グ
ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ
、ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ペ
タ
ン
ク
、
ウ
ォ
ー

ク
ラ
リ
ー
、
弓
道
、
テ
ニ
ス
、
マ
レ
ッ

ト
ゴ
ル
フ

■
対
象　
県
内
在
住
で
60
歳
以
上（
昭

和
40
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
）の
人

■
費
用　
１
人
５
０
０
円（
保
険
料
込

み
）

■
申
し
込
み　
７
月
31
日（
水
）ま
で
に

競
技
種
目
別
の
参
加
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
直
接
、
大
町
保
健
福
祉
事

務
所
へ
。

■
問
い
合
わ
せ

２
０
２
４
信
州
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
実
行

委
員
会
事
務
局（
長
野
県
長
寿
社
会
開

発
セ
ン
タ
ー
内
）

℡
０
２
６
・
２
２
６
・
３
７
４
１

大
町
消
防
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

救
急
講
習
受
講
者

　
も
し
家
族
や
大
切
な
人
が
倒
れ
た
時
、

あ
な
た
な
ら
ど
う
し
ま
す
か
？ 

そ
の

場
に
居
合
わ
せ
た
あ
な
た
が
冷
静
に
心

配
蘇
生
法
な
ど
の
応
急
手
当
を
行
う
こ

と
で
、
大
切
な
人
の
命
を
救
う
こ
と
が

で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部
で
は
、

救
急
の
日
に
ち
な
み
、
普
通
救
命
講
習

を
計
画
し
て
い
ま
す
。
普
通
救
命
講
習

で
は
心
配
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
適
切
な

使
用
方
法
な
ど
、
応
急
手
当
に
つ
い
て

詳
し
く
講
習
し
ま
す
。
応
急
手
当
は
あ

な
た
の
大
切
な
人
の
命
を
い
ざ
と
い
う

時
に
救
う
、
大
切
な
技
術
で
す
。
ぜ
ひ

こ
の
機
会
に
応
急
手
当
を
身
に
付
け
て

み
ま
せ
ん
か
。
大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
参
加
無
料

で
す
。

　
詳
し
く
は
北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本

部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
お
近
く
の
消
防
署
ま
で
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
９
月
７
日（
土
）　
午
前
９
時
～

正
午

■
会
場　
北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部

３
階
講
堂

■
定
員　
先
着
30
人

■
申
し
込
み　
８
月
１
日（
木
）か
ら
、

電
話
ま
た
は
直
接
、
最
寄
り
の
消
防
署

へ
。大

地
震
に
備
え
よ
う
！ 

　
　
　
地
震
体
験
車
巡
回
指
導

　
今
年
は
、
元
日
に
能
登
半
島
地
震
が

発
生
し
、
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。
被
害
を
最
小
限
に
す
る
た
め
、
地

震
体
験
車
を
活
用
し
、
地
震
の
揺
れ
を

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
揺
れ
の
怖
さ

を
感
じ
、
災
害
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と

は
重
要
で
す
。

　
北
ア
ル
プ
ス
広
域
大
町
消
防
署
で
は
、

地
震
の
揺
れ
を
リ
ア
ル
に
再
現
す
る
装

置
を
車
両
に
搭
載
し
た
、
地
震
の
実
態

や
、
地
震
に
対
す
る
備
え
、
心
構
え
な

ど
を
総
合
的
に
伝
え
る
こ
と
の
で
き
る

地
震
体
験
車
で
の
巡
回
指
導
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
地
震
へ
の
備
え

の
重
要
性
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
自

治
会
や
事
業
所
な
ど
団
体
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
新
潟
県
中
越
沖
地
震
や

阪
神
・
淡
路
大
震
災
な
ど
実
際
に
発
生

し
た
地
震
や
、
今
後
発
生
が
予
想
さ
れ

て
い
る
地
震
が
、
よ
り
実
際
の
振
動
に

近
い
動
き
で
体
験
で
き
ま
す
。

■
実
施
期
間　
８
月
11
日（
日
）～
21
日

（
水
）

■
申
し
込
み　
７
月
15
日（
月
）～
31
日

（
水
）に
申
請
書
に
記
入
の
上
、
フ
ァ
ク

ス
ま
た
は
直
接
、
大
町
消
防
署
へ
。

信州
ねんりんピック
ホームぺージ

北アルプス
広域消防本部
ホームページ
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お知らせ

お知らせ お知らせ

お知らせ

お知らせ
▽
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係　

℡
□市
内
線
６
８
５
・
７
５
７

教
科
書
展
示
会

　
文
部
科
学
省
の
検
定
に
合
格
し
た
教

科
書
の
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。
来
年

度
の
４
月
か
ら
新
し
く
な
る
中
学
校
の

教
科
書
の
ほ
か
、
現
在
小
学
校
や
高
等

学
校
で
使
わ
れ
て
い
る
教
科
書
も
展
示

し
ま
す
。

　
大
北
地
域
で
は
唯
一
の
展
示
会
で
す

の
で
、
ど
う
ぞ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ご
覧
の
上
、
内
容
な
ど
に
関
す

る
意
見
・
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
６
月
28
日（
金
）〜
７
月
18
日

（
木
）の
平
日　
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分（
初
日
は
午
後
の
み
、
最
終

日
は
午
前
の
み
）

■
会
場　
市
役
所
本
庁
舎　
１
階　
市

民
ホ
ー
ル

■
問
い
合
わ
せ

学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

℡
□市
内
線
６
１
３

大
町
図
書
館

■
問
い
合
わ
せ　
庶
務
課
行
政
管
理
・

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
推
進
係

℡
□市
内
線
５
１
１

里
親
相
談
会

　
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
、
生
ま
れ
た
家

庭
で
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も

た
ち
を
、
自
ら
の
家
庭
に
迎
え
入
れ
、

温
か
い
愛
情
の
中
で
育
て
て
く
れ
る
人

を「
里
親
」と
い
い
ま
す
。

　
中
信
地
区
里
親
会
で
は
、
里
親
制
度

や
里
親
の
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
本
年
度
の
相
談
会
は
毎
月
第
一
月
曜

日（
祝
日
の
場
合
は
第
二
月
曜
日
）の
10

時
30
分
か
ら
開
催
す
る
予
定
で
す
。

※
８
月
と
令
和
７
年
１
月
は
お
休
み
の

予
定
で
す
。

　
最
新
の
情
報
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
９
月
２
日（
月
）　

午
前
10
時
30
分
～　

■
会
場　
児
童
セ
ン
タ
ー

■
内
容　
里
親
制
度
の
説
明
、
里
親
の

体
験
談
、
映
像
視
聴
、
個
別
相
談
な
ど

■
申
し
込
み　
当
日
ま
で
に
電
話
で
、

松
本
児
童
相
談
所
家
庭
養
育
推
進
係
へ
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
松
本
児
童
相
談
所

℡
０
２
６
３
・
９
１
・
３
３
７
０　

市
町
村
振
興
宝
く
じ

「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
」

発
売
！

　
今
年
の
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
は

１
等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て
７
億
円（
１

等
５
億
円
、
前
後
賞
各
１
億
円
）で
す
。

１
等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て
５
０
０
０
万

円（
１
等
３
０
０
０
万
円
、
前
後
賞
各

１
０
０
０
万
円
）の
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

ミ
ニ
も
同
時
発
売
し
ま
す
。

　
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村

の
明
る
く
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
に

使
わ
れ
ま
す
。
長
野
県
内
の
宝
く
じ
売

り
場
で
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

■
発
売
期
間　
７
月
８
日（
月
）～
８
月

８
日（
木
）

■
抽
選
日　
８
月
23
日（
金
）

■
問
い
合
わ
せ

（
公
財
）長
野
県
市
町
村
振
興
協
会

℡
０
２
６
・
２
３
４
・
３
６
１
１

平
和
の
黙
と
う

　
広
島
市
で
は
８
月
６
日
の
午
前
８
時

15
分
に
、
長
崎
市
で
は
８
月
９
日
の
午

前
11
時
２
分
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
、
多

く
の
人
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。
原
爆

が
投
下
さ
れ
た
日
時
に
合
わ
せ
て
、
犠

牲
者
に
対
し
黙
と
う
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
庶
務
課
行
政
管
理
・

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
推
進
係

℡
□市
内
線
５
１
１

平
和
祈
念
ポ
ス
タ
ー
展

　
市
で
は
、
戦
争
の
な
い
明
る
い
世
界

の
実
現
を
願
い
、
核
兵
器
廃
絶
・
軍
備

縮
小
を
推
進
す
る
都
市
と
し
て
、
平
和

意
識
の
高
揚
お
よ
び
平
和
な
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
平
和
を
祈
念

す
る
ポ
ス
タ
ー
展
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
期
日
・
会
場

▽
８
月
１
日（
木
）～
８
日（
木
）

市
役
所
本
庁
舎　
１
階　
市
民
ホ
ー
ル

※
８
日
は
正
午
ま
で

▽
８
月
９
日（
金
）～
22
日（
木
）
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図書館だより

−新着図書（一般向け）−
老後ひとり暮らしの壁 −身近に頼る人がいない人
のための解決策−［ひとり暮らし］�� 山村秀炯／著
料理のあいうえお［料理］������ 有元葉子／著
22歳の扉［日本の小説］�������  青羽悠／著
俺、つしま ４［猫］���  おぷうのきょうだい／著
−新着図書（子ども向け）−

ゆめのごちそう［アジアの絵本］�� ペクヒナ／著
真実の口［小説］��������� いとうみく／著
マップス・プラス－新・世界図絵－［地理］
�������� アレクサンドラ・ミジェリスカ

＆ダニエル・ミジェリンスキ／作・絵
天才！ 理科－理系脳を育てる科学クイズドリル－

［科学］��������������� 縣秀彦／著
−７月の推薦図書−

しんがりで寝ています　集英社
三浦しをん／著
　2019年６月号から約４年分の雑
誌「BAILA」での連載に、書き下ろし
を加えた全55編、三浦しをんワー
ルド全開。人気作家の目を通して描
かれる「なんてことのない日常」。そ
の素晴らしさとおかしさがここに。
キャンプのずかん　学研
スズキサトル／絵・監修
　普段はできない非日常体験が詰
まった、キャンプの魅力をぎゅっ
とまとめています。お子さんが自
然・アウトドアに興味を持つきっ
かけにも！ 安全なキャンプのポイントもしっかり
と押さえているので、これからキャンプへ行きた
いと思っている方にもお薦めです。
−７月の催し−

おはなしの森����� ６日（土）　午前10時30分
おいでえほんのおへや（会場は大町児童センター）
������������� ９日（火）　午前11時
無料託児サービス（要予約）
���������� 18日（木）　午前10時〜正午
おりがみ教室������� 20日（土）　午前11時
■問い合わせ　大町図書館　℡・有線21-1616

国営アルプスあづみの公園　おでかけ通信 167
夏のアルプス大冒険

～ずぶぬれ覚悟！ サマースプラッシュ～
　今年も夏季限定で「川遊び」や「プール遊び」を開催！
水遊びで夏の暑さを吹き飛ばそう！
■開催期間　７月13日（土）～８月25日（日）

スプラッシュ・リバー
■日時　７月13日（土）～15日（月）、

７月20日（土）～８月25日（日）
午前10時～午後４時
※雨天・増水時は中止

■場所　河畔広場
■注意事項　

▽小学生以下保護者同伴

▽足元の保護のため、爪先・かか
とのあるウォーターシューズな
どの履物の着用が必須です。

▽場内へ浮き輪や水鉄砲など遊具を持ち込むことはでき
ません。

スプラッシュ・ランド
■日時　７月13日（土）～15日（月）、

７月20日（土）～８月25日（日）
午前10時～正午、午後０時30分～３時30分

■場所　アルプス大草原
■注意事項　

▽水着の着用が必要です。

▽ 水遊び用おむつは、専用の小
型プールでのみ使用可能です。

【食体験】アイスクリームとパンケーキ
■日時　７月27日（土）

（受付時間）午前９時30分～
　　　　　午後１時30分
■場所　森の体験舎　食工房
■参加費　300円／個

【自然体験】乳川のいきものと砂鉄調査隊
■日時　７月20日（土）～８月25日（日）の土・日曜日、祝日

①午前10時～正午　②午後１時～３時
※雨天・増水時は中止

■場所　インフォメーションセンター（集合）
■定員　各回15名（当日受付）
■持ち物　ウォーターシュー

ズ（必須）、濡れても
よい服装、タオル

■対象　小学生以上（小学生
は保護者同伴）

【共通事項】

▽料金の掲載のないものは無料ですが、入園料は必要で
す（中学生以下無料）。

▽申し込みの掲載がないものは、当日直接ご参加ください。

詳細は、公園管理センター（大町・松川地区）にお問い
合わせください。ホームページでもご確認いただけま
す。一部のイベントは、事前の電話予約も承っています。
https://www.azumino-koen.jp/

■問い合わせ　アルプスあづみの公園管理センター
　（大町・松川地区）　℡21-1212

　まちなかボイス～きらり☆大町人～
　大町流鏑馬太鼓子ど
も連キャプテンの北澤凌
雅さん（18）をご紹介し
ます。現在池田工業高校
に通い生徒会副会長を
務める北澤さんから和太
鼓の魅力や活動内容をご紹介いただきます。

 放送日  ……………………… 10日（水）・14日（日）
■問い合わせ　大町市有線放送　℡・有線22-1297

有線放送７月の番組から
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ケーブルテレビ７月の番組から
若一王子祭り

＊宵祭り、舞台曵
ひ

き揃
ぞろ

え（生中継）����� 27日
＊子供流

や ぶ さ め
鏑馬、舞台・幟

のぼり
参拝（生中継）��� 28日

きらり特番
毎日放送　午前9:00、午後1:00、午後8:00
＊美麻小中学校・美麻地区運動会� １日〜14日
＊八坂地区ふれあい運動会���� ８日〜21日
＊大町公民館　菊づくり講座③�� ８日〜21日
＊北アルプス雪形まつり「雪形ステージ」
　��������������� 15日〜28日
＊市消防団ポンプ操法・ラッパ吹奏大会
　������������� 22日～８月４日
＊東小学校　音楽会����� 29日～８月11日
＊定例記者会見��������� 29日・30日

週刊情報番組　きらり☆ステーション
毎日放送（水曜日更新）午前6:00、午前8:30、
正午、午後5:00、午後7:00、午後11:00

＊一週間の出来事、市からのお知らせなど
※放送予定を変更する場合があります。ご了承く

ださい。

▽ 番組表はテレビの番組表（ＥＰＧ）や市ホーム
ページをご覧ください。

来年３月まで引き込み無料キャンペーン実施中！

■加入申し込み・問い合わせ
　情報交通課ＤＸ推進係　℡21-3805

７月の有料相談（要予約）

法 律 16日・23日 火曜日 13:00〜16:00 北アルプス
市町村会館

予約申し込み=県弁護士会松本在住会（☎0263-35-8501）
料金 =１時間以内10,000円（税別）

不用品交換コーナー
●譲ります

▽シンセサイザー（約20年前に購入、約20年使用、
ヤマハ　ポータサウンド　PS400、アダプター
付き）�����������������  無料

▽携帯CDプレーヤー（令和６年５月８日購入、未
使用、W14cm×D15.5cm×H2.5cm、黒色、
単３電池２本付属）�����������  無料

▽ 座卓（10年前に購入、２～３回使用、黒柿製、
重い、W148cm×D89cm×H38cm）��  応談

▽白馬高校女子用ブラウス２枚（５年前に購入、未
使用、夏用半袖、Mサイズ）�����  3,000円

●譲ってください

▽はぜ棒（木製５m程度）５本、はぜ足10本�� 無料

▽キッズへんしんバイク（バランスバイク）
　����������� 応談（5,000円位まで）
　交渉や受け渡しは、当事者双方の責任において
行ってください。「広報おおまち」が届く前に交渉
が成立することがあります。市ホームページに詳
しい情報を載せています。

■問い合わせ
　市民課消費生活・交通安全係　℡□市内線463

７月の納税など
固定資産税・都市計画税…………………………… 第２期
国民健康保険税（普通徴収分）……………………… ７月分
後期高齢者医療保険料（普通徴収分）……………… ７月分
保育料・保育所給食費……………………………… ７月分
市営住宅使用料、定住促進住宅使用料
雇用促進住宅・駐車場使用料……………………… ７月分
下水道受益者負担金………………………………… ７月分
学校給食費…………………………………………… 第３期
上下水道料・簡易水道料…………………………… ７月分

納期限は７月31日（水）

７月の無料相談

法律
（要予約）

９日（火）
13：00〜15：30

市民相談室
（市役所本庁舎 1階）

広聴広報係
☎□市 内線 403

担当=森本遼弁護士（次回は８月６日　山㟢威明弁護士）

行政
31日（水）

9：00〜12：00 市八坂支所 行政管理・
コンプライアンス

推進係
☎□市 内線 511

31日（水）
9：00〜12：00 美麻公民館

年金
（要予約）

18日（木）
10：00〜15：00

総合福祉
センター

松本年金事務所
☎ 0263-25-8100

日本政策金融
公庫（要予約）

18日（木）
13：30〜16：30

大町商工会館
（九日町）

商工会議所
☎ 22-1890

女性・男性
（要予約）

11日（木）
10：00〜15：00 子育て・

女性相談室
（市役所西庁舎 2 階）

男女共同参画・
人権政策係

☎□市 内線 83025日（木）
9：00〜12：00

育児
22日（月）

9：30〜11：00
中央保健
センター

中央保健
センター

☎ 23-4400
女性のからだ
（要予約）

心配ごと
（要予約）

８日・22日
月曜日

13：00〜16：00 総合福祉
センター

社会福祉協議会
☎ 22-1501

司法書士
（要予約）

８日・22日
月曜日

13：00〜15：00
成年後見制度
（要予約）

25日（木）
13：30〜15：30

総合福祉
センター

成年後見支援センター
☎ 22-1550

生活・就労
（要予約）

平日
9：30〜17：00

総合福祉センター
まいさぽ大町

生活就労支援センター
まいさぽ大町
☎ 22-7083

若年者
就職相談

（要予約）
18日（木）

13：30〜17：00
第５会議室

（市役所本庁舎 2 階）
商業労政係

☎□市 内線 542

人権 18日（木）
10：00〜16：00

長野地方法務局
大町支局

長野地方法務局
大町支局

☎ 22-0379
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この広報紙は
植物油インキで
印刷しています。

見やすいユニバーサル
デザインフォントを
採用しています。

■編集　大町市役所　総務部情報交通課広聴広報係（〒398-8601大町市大町3887　☎ 22-0420  FAX23-5050）　■印刷　㈱奥村印刷所

 人の動き 　６月１日現在、（　）内は前月比

　総人口 25,486 （－29）　男 12,428 （－11）　転入 50　出生 5
　世帯数 12,011 （ 0）　女 13,058 （－18）　転出 51　死亡 32

休日緊急当番医
変更する場合があります。確認の上、受診してください。

  （診療時間9:00〜17:00）

7日（日）
いしぞね内科・外科クリニック 旭　町 ☎ 23-2555
あづみ病院 池田町 ☎ 62-3166
白馬インターナショナルクリニック 白馬村 ☎ 85-2264

14日（日）
柿下クリニック 清　水 ☎ 21-1230
若林医院 松川村 ☎ 62-2105
横沢医院 白馬村 ☎ 72-2008

15日（月）
遠藤内科医院 神栄町 ☎ 22-0031
近藤医院 松川村 ☎ 62-9187
小谷村診療所 小谷村 ☎ 82-2044

21日（日）
菊地クリニック 上　一 ☎ 21-2580
西森整形外科 松川村 ☎ 61-1700
白馬インターナショナルクリニック 白馬村 ☎ 85-2264

28日（日）
最上整形外科クリニック 上　一 ☎ 23-3300
太田医院 池田町 ☎ 62-1010
栗田医院 白馬村 ☎ 72-2428

歯科緊急当番医
変更する場合があります。確認の上、受診してください。

（受付時間9:00〜11:00、診療時間9:00〜12:00）
7日（日） グリーン歯科クリニック 堀六日町 ☎ 23-6666

14日（日） 小谷歯科医院 小谷村 ☎ 82-2762
15日（月） 佐藤歯科医院 相生町 ☎ 23-3211
21日（日） いいざわ歯科医院 俵　町 ☎ 23-7050
28日（日） あづみ野歯科 松川村 ☎ 62-2332

休日緊急当番薬局
変更する場合があります。確認の上、来店してください。

 （営業時間9:00〜17:30）
7日（日） アーク調剤薬局長野大町店 旭　町 ☎ 85-4587

14日（日） れんげ薬局 高見町 ☎ 22-0125
15日（月） 林薬局 仁科町 ☎ 22-0151
21日（日） 轟薬局 上　一 ☎ 21-1512
28日（日） かみいち林薬局 上　一 ☎ 26-3025

　実行委員会では、ボランティアサポーターを募集しています。
芸術祭の作品制作や案内、運営などの取り組みはボランティア
サポーターの皆さんのご協力により支えられています。
　自分が制作を手伝った作品が完成し、鑑賞したり家族や友人
を案内するときの喜びはひとしおです。
　年齢や性別の制限はありません。アートが好き！ 芸術祭を手
伝いたい！ おもてなしをしたい！ という人のご参加をお待ち
しています。
■活動内容〔会期前〕　作品制作手伝い、素材集め、

アートサイト整備（清掃、草刈り）など
※詳しくは活動カレンダーをご覧ください。
■申し込み　

▽登録フォームからサポーター登録

▽登録したメールアドレスに活動情報が届く

▽活動に申し込んで、当日現地で活動
■問い合わせ
　北アルプス国際芸術祭実行委員会　℡85-0133

７月の休日医療情報

ボランティアサポーター
大募集！

活動
カレンダー

登録
フォーム

きらり★情報館


